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「
制
約
の
制
約
」

こ
帯
|＇北／

念
」
と
し
て
の
「
刑
性
一
般
」
を

カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
は
、
哲
学
的
理
性
に
よ
る
理
性
の
自
己
批
判
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
哲
学
的
理
性
は
先
験
的
反
省

を
通
じ
て
自
己
（
人
閻
理
性
）
を
批
判
す
る
。
小
論
の
意
図
は
、
哲
学
的
理
性
の
先
験
的
反
省
と
い
う
観
点
か
ら
「
先
験
的
弁
証
論
」
を

考
察
し
、
哲
学
的
理
性
が
無
制
約
者
に
関
す
る
先
験
的
反
省
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
根
拠
は
、
ま
た
哲
学
的
理
性
が
二
律
背
反
を
解
決

し
実
践
理
性
の
領
域
へ
と
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
根
拠
は
、

そ
の

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

た
る
こ
と
の
自
覚
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
ら
か

先
験
的
反
省
と
根
拠
の
問
題
の
自
覚

カ
ン
ト
は
、
形
式
的
「
論
狸
的
能
力
」
と
し
て
の
理
性
と
実
在
的
「
先
験
的
能
力
」
と
し
て
の
理
性
と
を
包
括
す
る
「
よ
り
高
次
な
概

(

1

)

 

「
原
理
の
能
力
」

(
A
2
9
9
1
1
 B
3
5
5
 f.
)

と
名
付
け
る
。
理
性
一
般
は
、
多
様
な
悟
性
認
識
を
「
推
論

の
素
材
」
と
し
、

へ
と
「
前
―
―
一
段
論
法
」
を
連
鎖
さ
せ
て
進
み
、

そ
れ
を
「
最
小
限
の
原
理

（
普
遍
的
制
約
）
」

に
す
る
点
に
あ
る
。

山

ー
—
先
験
的
反
省
と

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

た
る
こ
と
の
自
覚
'
|
|

カ
ン
ト
の

「
先
験
的
弁
証
論
」

本

博

史
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と
し
て
は
人
間
理
性
に
と
っ
て

「
内
在
的
」

そ
の
主
観
的
実
在
性
を
客
観
的
実
在
性
に
す
り
換
え
、

こ
と
に
な
る
。
即
ち
、

（
物
自
体
）
と
の
間
の
「
深
淵

(
A
b
g
r
u
n
d
)
」
（
A
5
7
5
1
1
 B
6
0
3
A
n
m
.
)

或
い
は
「
裂
け
目

(
K
l
u
f
t
)
」
（
A
6
2
9
1
1
 B
6
5
7
)

を
「
理
念

の
翼
に
乗
っ
て
」

(
A
6
3
0
11 B
6
5
8
)

「
飛
び
越
え
る

(
t
i
b
e
r
f
l
i
e
g
e
n
)
」
（
A
2
9
6
11 B
3
5
2
)
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
先
験
的
理
念
は
「
飛
翔
的

(
i
.
i
b
e
r
f
l
i
e
g
e
n
d
)
」

「
超
験
的

(
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
)
」（
A
6
4
3
11 B
6
7
1
)
 

と
な
り
、
先
験
的

か
く
す
り
換
え
ら
れ

そ
れ
を
客
観
的
構
成
的
に
使
用
す
る
な
ら
ば
‘

そ
れ
は
有
限

（
現
象
）

と
無
限

ら
れ
て
い
る

(
a
u
f
g
e
g
e
b
e
n
)
」
に
す
ぎ
な
い
先
験
的
理
念
を
「
与
え
ら
れ
て
い
る

(
g
e
g
e
b
e
n
)
」
と
臆
断
し

(
V
g
l
.
 A
4
9
7
£
.
 1
1
 B
5
2
6
)
、

「
土
着
的
」

(
A
6
4
3
11 B
6
7
1
)
 

で
あ
る
。
と
は
い
え
人
間
理
性
が
、
課
題
と
し
て
「
課
せ

的
に
課
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
先
験
的
理
念
は

「
先
験
的
（
主
観
的
）
実
在
性
」

(
A
3
3
9
 11 B
3
9
7
)
 

を
有
す
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
課
題

も
感
官
に
与
え
ら
れ
得
な
い
」

れ
た
概
念
」

「
極
大
の
概
念
」

(
A
3
2
7
1
1
 B
3
8
3
 f
.
)

で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
が
人
問
理
性
に
本
性

(
A
3
3
3
 11 B
3
9
0
)
 

で
あ
る
。

ま
た
先
験
的
理
念
は
無
制
約
者
の
表
象
で
あ
る
限
り
、

「
そ
れ
に
対
応
す
る
如
何
な
る
対
象

(
A
6
6
3
 11 B
6
9
1
)
 

は

「
分
割
的
統

系
列
、
こ
の
系
列
は
従
っ
て
そ
れ
自
身
無
制
約
的
で
あ
る
が
、
こ
の
系
列
も
ま
た
与
え
ら
れ
て
い
る
」

(
A
3
0
7
f. 
11 B
3
6
4
)

と
い
う
こ
と

を
想
定
す
る
。
こ
の

体
制
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
無
制
約
者
で
あ
る
故
‘
無
制
約
者
の
概
念
が
純
粋
理
性
概
念
、
即
ち
先
験
的
理
念
で
あ
る
。
先
験
的
理
念

と
し
て
の
そ
れ
へ
と

(
d
i
e
 
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
v
e
 
E
i
n
h
e
i
t
)
」
た
る
悟
性
統
一
を
、

「
漸
近
的
に
」

「
虚
焦
点

(
f
o
c
u
s

i
m
m
a
g
i
n
a
r
i
u
s
)
」
（
A
6
4
4
11 B
6
7
2
)
 

接
近
さ
せ
つ
つ
統
制
す
べ
く
人
間
理
性
に
課
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
推
論
さ

「
―
つ
の
与
え
ら
れ
た
被
制
約
者
に
対
す
る
諸
制
約
の
総
体
性
の
概
念
」

(
A
3
2
2
1
1
 B
3
7
9
)
 

識
の
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
原
理
は
、

原
理
と
称
さ
れ
得
る
が
、

す
る
こ
と
を
自
己
の

「
端
的
に
」

が
、
或
い
は
こ
の
総

と
す
る
。
そ
れ
故
、
数
学
の
公
理
や
全
称
命
題
も
「
相
対
的
」
な
意
味
で
は

原
理
と
称
さ
れ
る
純
粋
理
性
の
原
理
と
は
、
概
念
か
ら
の
純
粋
な
綜
合
的
認

「
も
し
被
制
約
者
が
与
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
相
互
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
諸
制
約
の
全

(
A
3
0
1
 11 B
3
5
8
)
 

「
論
理
的
格
率
」

(
A
3
0
7
11 B
3
6
4
)
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陥
っ
く
「
思
弁
的
」

(
A
6
3
4
11 B
6
6
2
)

認
識
を
批
判
す
る
の
で
あ
る

(
V
g
l
.
A
2
9
7
£
.
 11 B
3
5
4
)
。

さ
て
‘

カ
ン
ト
は
表
象
の
有
す
る
三
つ
の
関
係
、

m
「
主
観
に
対
す
る
関
係
」
佃
「
現
象
に
お
け
る
客
観
の
多
様
に
対
す
る
関
係
」
皿

「
あ
ら
ゆ
る
物
一
般
に
対
す
る
関
係
」
に
基
づ
い
て
次
の
一
二
理
念
を
提
示
す
る
。
（
「
思
惟
す
る
主
観
の
絶
対
的
統
一
」
を
含
む
「
魂
の

理
念
」
⑯
「
現
象
の
諸
制
約
の
系
列
の
絶
対
的
統
一
」
を
含
む
「
世
界
の
理
念
」
皿
「
思
惟
一
般
の
あ
ら
ゆ
る
対
象
の
制
約
の
絶
対
的
統

-
」
を
含
む
「
神
の
理
念
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

に
関
係
さ
せ
る
。
即
ち
、
魂
の
理
念
は
先
験
的
定
言
推
論
‘
世
界
の
理
念
は
先
験
的
仮
言
推
論
、
神
の
理
念
は
先
験
的
選
言
推
論
の
形
態

を
と
る
。

カ
ン
ト
は
「
先
験
的
分
析
論
」
に
お
い
て
、
判
断
に
お
け
る
悟
性
の
論
理
的
機
能
か
ら
範
疇
を
形
而
上
学
的
に
演
繹
し
た
が
、

(

2

)

 

こ
こ
で
は
そ
れ
と
「
類
比
的
に
」

(
A
2
9
9
11 B
3
5
6
)

推
論
に
お
け
る
理
性
の
論
理
的
機
能
か
ら
三
理
念
を
形
而
上
学
的
に
演
繹
せ
ん
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
先
験
的
理
念
は
、
既
述
の
如
く
理
念
で
あ
る
限
り
そ
れ
に
対
応
す
る
可
能
的
経
験
の
対
象
を
有
さ
ず
、
従
っ
て
先
験

「
主
観
的
に
郡
出
す
る
こ
と
」
「
自
然
な
関
係
」

「
理
性
の
本
性
に
起
因
す
る
」
「
不
可
避
な
」

「
先
験
的
す
り
換
え

(
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e

S
u
b
r
e
p
t
i
o
n
)
」
（
A
5
0
9
11 B
5
3
7
)
 

カ
ン
ト
は
こ
れ
ら
を
形
式
論
理
学
に
お
け
る
「
三
推
論
様
式
」

(
A
3
3
3
f. 
11 B
3
9
0
£
.
)
 

が
成
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

(

3

)

 

は
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
根
拠
に
し
て
先
験
的
理

と
こ
ろ
で
、
魂
•
世
界
・
神
の
一
二
理
念
が
特
殊
的
形
而
上
学
(
m
e
t
a
p
h
y
s
i
c
a

s
p
e
c
i
a
l
i
s
)

の
、
従
っ
て
「
先
験
的
弁
証
論
」
の
主
題

と
な
る
の
は
、
そ
も
そ
も
何
故
に
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
れ
を
哲
学
的
理
性
の
先
験
的
反
省
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
が
、
そ
の
た

(
4
)
 

め
に
は
「
先
験
的
分
析
論
」
ま
で
の
先
験
的
反
省
の
過
程
を
今
一
度
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
哲
学
的
理
性
は
先
験
的
反
省
的
思

念
を
的
使
用
と
先
験
的
使
用
と
の
間
に

(
A
3
3
6
 11 B
3
9
3
)
 

(
A
3
3
3
 11 B
3
9
0
)
 

的
理
念
に
関
し
て
は
「
客
観
的
樅
繹
」

(
A
3
3
6
11 B
3
9
3
)
 

は
勿
論
成
立
し
得
な
い
。

し
か
し
、

カ
ン
ト
が
主
張
す
る
如
く
理
性
の
論
理

哲
学
的
理
性
は
こ
の
仮
象
を
暴
涵
す
る
こ
と
に
よ
り

仮
象
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
先
験
的
仮
象
は

(
A
3
3
9
 11 B
3
9
7
)
 

に；

仮
象
で
あ
る
が
、
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も
の
が
客
観
の
側
に
存
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
B
4
0
8
)

で
あ
る
。

は
「
我
々
の
表
象
の
単
な
る
戯
れ
」

(
A
l
O
l
)

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
現
象
の
綜
合
的
統
一
を
、
従
っ
て
経
験
的
実
在
性
を
保
証
す
る

「
表
象
の
対
象
」
と
し
て
、

し
か
も
「
或
る
も
の
一
般

IIX」
(
A
l
0
4
)

と
し

両
者
は
孤
立
し
た
ま
ま
で
は
認
識
を
成
立
せ
し
め
得
ず
、
従
っ
て
綜
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
あ
ら
ゆ
る
表
象
の
内
で
最
も
貧
し
い
表
象
」

皿
さ
て
現
象
は
、

一
者
性
を
有
す
る
純
粋
統
覚
へ
の
関
係
な
く
し
て
自
体
的
に
考
察
す
る
限
り
、

「
我
々
に
と
っ
て
は
無
」

(
A
l
9
1
1
1
B
 

粋
統
覚
を
直
覚
的
に
定
立
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
批
判
理
性
は
、

純
粋
統
覚
を
か
く
自
体
的
に
考
察
す
る
限
り
、

A
n
m
.
)
 
と
し
て
直
接
的
に
意
識
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
批
判
理
性
は
か
か
る

「
I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z」

(
B
l
5
8
A
n
m
.
)

と
し
て
働
き
つ
つ
純

惟
は

「
絶
え
ざ
る
循
環
」

観
察
し
つ
つ
、

そ
の
働
き
に
即
し
て
、

(
A
3
4
6
 11 B
4
0
4
)
 

惟
に
お
い
て
批
判
す
る
理
性
と
批
判
さ
れ
る
理
性
と
に
分
裂
す
る
。
批
判
理
性
は
、
批
判
さ
れ
る
理
性
た
る
人
間
理
性
の
認
識
諸
要
素
、

即
ち
感
性
と
悟
性
と
を
孤
立
せ
し
め
、
両
要
素
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
形
式
を
分
離
す
る
。

一
般
と
の
関
係
に
関
係
す
る
先
験
的
反
省
を
通
じ
て
現
象
と
物
自
体
と
の

性
の
孤
立
化
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、

か
か
る
孤
立
化
或
い
は
分
離
は
批
判
理
性
の
反

省
的
抽
象
作
用
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
田
「
先
験
的
感
性
論
」
に
お
い
て
批
判
理
性
は
惑
性
を
孤
立
化
せ
し
め
自
体
的
に
考

察
し
、
空
間
・
時
間
を
感
性
的
直
観
一
般
の
純
粋
形
式
と
し
て
直
覚
的
に
定
立
す
る
。
そ
し
て
批
判
理
性
は
、
感
性
的
所
与
と
人
間
感
性

的
分
析
論
」
に
お
い
て
も
批
判
理
性
は
悟
性
を
自
体
的
に
考
察
し
、
悟
性
機
能
の
根
源
的
根
拠
を
純
粋
統
覚
に
見
出
す
。
と
こ
ろ
で
、
悟

そ
の
根
拠
た
る
純
粋
統
覚
の
定
立
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
純
粋
統
覚
に
関
す
る
思

に
陥
る
。
だ
が
批
判
理
性
は
、
先
験
的
反
省
の
主
体
と
し
て
自
ら
自
発
的
に
働
き
自
己
を

ま
た
そ
の
働
き
を
直
接
的
に
意
識
し
、

ま
た
自
己
の
現
存
在
を
「
或
る
実
在
的
な
も
の
」

(
B
4
2
3
 

現
象
と
物
自
体
と

の
先
験
的
区
別
を
捨
象
し
論
理
的
に
一
般
化
し
た
物
‘
即
ち
物
一
般

(
D
i
n
g
e

i
.
i
b
e
r
h
a
u
p
t
)

を
純
粋
統
覚
の
対
象
と
し
て
措
定
す
る
。

2
3
6
)

で
あ
る
。
純
粋
統
覚
も
ま
た
、
感
性
的
表
象
へ
の
関
係
な
く
し
て
考
察
す
る
限
り
、

と
こ
ろ
で
、
現
象

「
先
験
的
区
別
」

(
A
4
5
11 B
6
2
)
 
を
措
定
す
る
。
団
「
先
験
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2
6
8
 11 B
3
2
4
)
 

悟
性
が

て
現
象
に
「
常
に
一
様
に
」

(
A
1
0
9
,

V
g
l
.
 A
2
5
3
)

対
応
す
る
先
験
的
対
象
が
そ
れ
で
あ
る
。

2
5
0
)

と
し
て
先
験
的
対
象
を
措
定
す
る
の
は
感
性
で
は
な
い
。

惟
に
お
い
て
初
め
て
生
ず
る
事
態
で
あ
り
、
従
っ
て
感
性
の
関
知
し
得
ぬ
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
り
と
て
純
粋
統
覚
が
先
験
的
対
象
を

措
定
す
る
の
で
も
な
い
。
純
粋
統
覚
は
、

る
。
先
験
的
対
象
を
純
粋
統
覚
の
相
関
者
と
し
て
措
定
す
る
の
は
、
自
ら
が
感
性
及
び
悟
性
と
し
て
働
く
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
お

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

と
し
て
純
粋
統
覚
を
直
覚
的
に
定
立
す
る
批
判
理
性
で
あ
る
。

惟
内
容
を
感
性
的
表
象
に
「
制
限
さ
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
自
己
意
識
と
し
て

を
現
象
体

(
p
h
a
e
n
o
m
e
n
o
n
)

な
り
、
自
ら
が
感
性
及
び
悟
性
と
し
て
働
く
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
即
ち
先
験
的
統
覚
は
、
自
ら
の
純
粋
統
覚
の
対
象
で
あ
る
物
一
般

、
、
、
、

と
に
区
別
し
て
思
惟
す
る
が
、
消
極
的
に
の
み
解
さ
れ
る
べ
き
叡
智
休
を

「
蓋
然
的

(
p
r
o
b
l
e
m
a
t
i
s
c
h
)
」
概
念
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の

共
に
、
自
ら
の
悟
性
の
限
界
を
も
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
先
験
的
統
覚
が
自
ら
の
悟
性
の
限
界
を
自
覚
す
る
と
は
、
自
ら
の

二
つ
の
自
然
」

て
先
験
的
統
箕
は
、

(
A
2
1
6
 11 B
2
6
3
)
 

て
か
く
実
現
し
た
具
体
的
自
覚
た
る
先
験
的
統
覚
は
、

り

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
A
 

そ
し

「
感
性
の
越
権
」

(
A
2
5
5
11 B
3
1
0
 f
.
)

を
制
限
す
る
と

そ
れ
が
純
粋
で
あ
る
限
り
、
感
性
に
関
す
る
か
か
る
先
験
的
反
省
に
は
関
知
し
得
ぬ
か
ら
で
あ

一
者
性
を
欠
く
断
片
的
経
験
的
統
覚
と
も
具
体
的
内
容
を
欠
く
純
粋
統
覚
と
も
異

と
叡
智
体

(
n
o
u
m
e
n
o
n
)

を
構
成
す
る
た
め
に
は
感
性
的
所
与
を
（
先
験
的
に
は
時
間
を
）
紡
径
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
こ
と
、
即
ち
自
ら
の
悟
性
が
比
紐
的

(
d
i
s
k
u
r
s
i
v
)

か
く
「
限
界
概
念
」

(
A
2
5
4
1
1
 B
3
1
0
,
 V
 gl. A
2
5
6
 11
 B
3
1
2
)
 

を
措
定
す
る
こ
と
を
迎
じ
て
批
判
理
性
と
合
一
す
る

の
で
あ
る
。
紛
こ
の
こ
と
は
批
判
狸
性
の
側
か
ら
言
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
表
象
が
感
性
及
び
悟
性
に
お
い
て
占
め
る

「
先
験
的
場
所
」

を
限
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
批
判
理
性
が
自
ら
を
、
認
識
可
能
な
も
の
と
認
識
不
可
能
な
も
の
と
を
分
か
つ
理
性
、
即

「
実
現
す
る
」

(
A
l
4
6
11 B
l
8
6
)
。
認
識
に
お
い

的
さ
て
、
抽
象
的
自
己
意
識
た
る
純
粋
統
覚
は
、
思

現
象
が
現
象
な
ら
ざ
る
根
拠
を
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

さ
て

「
統
覚
の
統
一
の
相
関
者
」

(
Aヽ

反
省
的
思
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(
A
2
8
8
 11 B
3
4
5
)
 
J

と
は
許
さ
れ
る
、

と
カ
ン
ト
は
言
う
。

叡
智
体
が
課
題
表
象
で
あ
る
限
り
、
こ
の
こ
と
は
先
験

か
と
い
う
課
題
」

(
A
2
8
7
11 B
3
4
4
)
 

を
示
す
表
象
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、

J

の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

つ
ま
り

か
の
具
体
的

が
問
題
的

(
p
r
o
b
l
e
m
a
t
i
s
c
h
)

と
な
る
。
叡
智
体
が

た
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
た
。

判
さ
れ
る
理
性
と
に
分
裂
し
て
い
た
哲
学
的
理
性
は
、
こ
こ
に
お
い
て
一
者
性
を
回
復
す
る
。

ち

「
批
判
理
性
」

そ
し

で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
先
験
的
反
省
的
思
惟
に
お
い
て
批
判
す
る
理
性
と
批

さ
て
、
惑
性
及
び
悟
性
に
関
す
る
か
か
る
先
験
的
反
省
に
よ
っ
て
、
我
々
の
感
性
が
物
自
体
に
ま
で
は
及
ば
ぬ
こ
と
が
、
ま
た
我
々
の

悟
性
が
そ
の
思
惟
内
容
を
感
性
的
所
与
に
制
限
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
自
然
の
「
創
始
者
」

(
B
l
2
7
)

て
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

智
体
と
称
す
る
」

理
性
の
自
己
認
識
が
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
成
立
し
て
い
る
。
だ
が
、
哲
学
的
理
性
が
先
験
的
反
省
の
対
象
と

す
べ
き
問
題
が
な
お
残
っ
て
い
る
。
消
極
的
意
味
に
解
さ
れ
た
叡
智
体
は
、
経
験
的
実
在
性
を
有
す
る
も
の
で
は
勿
論
な
い
が
、
論
理
的

に
は
無
矛
盾
な
可
能
的
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
故
‘
叡
智
体
は
経
験
的
実
在
性
以
外
の
何
ら
か
の
実
在
性
を
有
し
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と

(
A
2
7
0
 11 B
3
2
6
)
 

「
感
性
的
直
観
の
制
約
か
ら
全
く
解
放
さ
れ
た
対
象
が
存
在
し
は
し
な
い
だ
ろ
う

自
覚
に
お
い
て
は
現
象
界
の
限
界
の
自
覚
と
共
に
、
こ
の
問
題
性
・
課
題
性
も
ま
た
自
覚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
消
極
的

意
味
に
解
さ
れ
た
叡
智
体
は
、
先
験
的
統
覚
が
感
性
的
直
観
の
対
象
な
ら
ざ
る
物
と
し
て
措
定
し
た
も
の
で
あ
る
故
‘
批
判
理
性
が
現
象

の
先
験
的
根
拠
と
し
て
措
定
し
た
先
験
的
対
象
と
は
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
験
的
対
象
を
「
そ
の
表
象
が
感
性
的
で
な
い
が
故
に
叡

的
対
象
の
根
拠
と
し
て
の
課
題
性
を
意
味
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
自
覚
に
到
逹
し
た
先
験
的
統
覚
は
、
批
判
理
性
と
合

一
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
批
判
理
性
が
措
定
し
た
先
験
的
対
象
を
、
今
や
自
ら
が
自
ら
の
純
粋
統
覚
の
相
関
者
と
し
て
措
定
し
た
も
の
で

あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
。
だ
が
先
験
的
統
覚
は
、
更
に
こ
の
先
験
的
対
象
を
も
叡
智
体
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
措
定

し
た
先
験
的
対
象
が
現
象
の
客
観
の
側
に
お
け
る
先
験
的
根
拠
と
し
て
は
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
も
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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先
険
的
統
立
は
ま
た
、

「
可
能
的
経
験
的
直
観
の
客
観
の
現
存
在
の
制
約
は
、

そ
れ
自
体
偶
然
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
」

(
A
l
6
6
 1
1
B
 

「
数
学
的
無
制
約
者
」

(
A
4
2
0
 11
 B
4
4
8
)
 

と
し
て
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

が
何
れ
も
こ
の
感
性
形
式
に
よ
っ
て

と
こ
ろ
で
、

「
対
象
が
必
然
的
た
ら
し
め
る
統
一
は
、
表
象
の
多
様
を
綜
合
す
る
際
の
意
識
の
形
式
的
統
一
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
(
A
l
0
5
)

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
先
験
的
対
象
は
言
わ
は
客
観
の
側
に
投
影
さ
れ
た
純
粋
統
覚
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
先
験
的
対
象
の
根
拠

と
し
て
の
問
題
性
は
、
逆
に
そ
の
相
関
者
で
あ
る
純
粋
統
覚
が
、
現
象
の
綜
合
的
統
一
の
主
観
の
側
に
お
け
る
先
験
的
根
拠
と
し
て
は
な

お
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
先
験
的
統
覚
は
自
ら
が

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

た
る
こ
と
を
今
や
自
覚
し
て
い
る
。
即
ち
、

、
、
、

自
ら
の
純
粋
統
箕
の
「
無
制
約
的
な
」

(
A
4
0
1
)

働
き
を
、
ま
た
こ
の
働
き
に
即
し
て
自
ら
の
現
存
在
を
直
覚
的
に
意
識
し
て
い
る
。
と

は
い
え
、
そ
こ
で
謡
識
さ
れ
て
い
る
現
存
在
は

u
n
b
e
s
t
i
m
m
t
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
故
に
、
こ
の
現
存
在
を
か
か
る
無
制
約
的
な
慟
き

の
無
制
約
的
な
陥
体

(
S
u
b
j
e
c
t
u
m
)

と
し
て
、

し
か
も
感
性
的
匝
観
の
制
約
か
ら
独
立
し
て

b
e
s
t
i
m
m
e
n

し
得
る
か
ど
う
か
が
問
題

な
無
制
約
的
根
拠
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
、

と
な
る
。
即
ち
先
験
的
統
覚
は
、
感
性
的
直
観
の
多
様
を
綜
合
的
に
統
一
す
る
先
験
的
根
拠
で
あ
る
純
粋
統
覚
が
単
に
形
式
的
・
機
能
的

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
実
在
的
•
実
体
的
な
無
制
約
的
根
拠
を
更
に
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
先
験
的
統
覚
（
哲
学
的
理
性
）
が
魂
の
理
念
を
問
題
と
す
る
根
拠
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
先
験
的
統
箕
は
ま
た
、
空
間
・
時
間
と
い
う
直
観
形
式
を
直
覚
的
に
定
立
す
る
限
り
、
自
ら
の
経
験
的
直
観
表
象
（
現
象
）

「
全
く
必
然
的
に
」

(
A
l
6
0
1
1
 B
l
9
9
)
、

し
か
し
、
個
々
の
現
象
の
批
は
そ
れ
自
体
偶
然
的
で
あ
る
故
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

制
約
さ
れ
て
い
る
個
々
の
現
象
の
批
的
に
無
制
約
な
根
拠
を

し
か
も
量
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。

そ
れ
を
必
然
化
す
べ
く
先
験
的
統
覚
は
、
感
性
形
式
に
よ
っ
て
量
的
に

1
9
9
)

と
い
う
こ
と
を
も
白
隠
し
て
い
る
。
そ
れ
故
先
験
的
統
覚
は
、
現
象
の
現
存
在
に
関
す
る
偶
然
性
を
必
然
化
す
べ
く
、
被
制
約
的
・

、
、
、
、
、
、

偶
然
的
な
現
象
の
現
存
在
の
必
然
的
・
無
制
約
的
根
拠
と
し
て
「
力
学
的
無
制
約
者
」

(
A
4
2
0
1
1
 B
4
4
8
)

を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
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5
6
2
 11 B
5
9
0
)
 

そ
れ
故
、
先
験
的
統
覚
は
か
か
る

「
質
料
の
偶
然
性
」

(
A
6
2
7
11 B
6
5
5
)
 

自
然
の
汎
通
的
必
然
性
は
「
汎
通
的
偶
然
性
」

(
A

関
す
る
感
性
の
被
制
約
性
（
受
動
性
）
を
も
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
自
覚
し
て
い
る
が

「I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

が
結
合
す
べ
き
多
様
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
内
官
と
名
付
け
る
制
限
的
な
制
約
に
従
属
し

に
先
験
的
統
覚
が
世
界
の
理
念
を
問
題
と
す
る
根
拠
が
あ
る
。
更
に
、
こ
の
世
界
の
理
念
を
「
介
し
て
」

1
1
 B
4
3
5
 f.
)

、
ま
た
更
に
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
の
理
念
は
問
題
化
す
る
。
先
験
的
統
覚
は
既
述
の
如
く
自
ら
を

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

て
い
る
」

(
A
1
5
8
A
n
m
.
)

こ
と
を
も
自
覚
し
て
い
る
。
即
ち
先
験
的
統
覚
は
、
自
ら
の
純
粋
統
覚
が
所
与
表
象
を
汎
通
的
に
限
定
す
る

働
き
に
お
い
て
無
制
約
的
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
感
性
が
所
与
質
料
を
前
提
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
、
即
ち
質
料
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

つ
ま
り
、
自
ら
を
「
受
動
的
主
体
」
（
B
l
5
3
)

こ
の
受
動
的
主
体
の
自
覚
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
―
つ
の
自
然
は
先
験
的
統
覚
に
よ
っ

、
、
、
、
、
、
、
、

て
認
識
さ
れ
る
限
り
可
能
的
に
は
汎
通
的
必
然
性
を
有
す
る
。
だ
が
、
先
験
的
統
覚
が
認
識
の
「
質
料
的
制
約
」
(
A
2
1
8
11 B
2
6
6
ー

傍

点
筆
者
）
た
る
感
性
的
所
与
に
関
す
る
自
ら
の
被
制
約
性
を
自
覚
し
て
い
る
限
り
、

へ
と
転
落
す
る
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
と
自
覚

を
、
従
っ
て
ま

た
自
然
の
汎
通
的
偶
然
性
を
必
然
化
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
自
ら
に
課
す
の
で
あ
る
。
即
ち
先
験
的
統
覚
は
、
質
料
に
関
す
る
こ
の
被

制
約
性
を
超
え
て
い
る
（
従
っ
て
自
ら
を
超
え
て
い
る
）
よ
う
な
無
制
約
的
存
在
者
を
、
思
惟
可
能
な
一
切
の
も
の
（
物
一
般
）
の
「
質

料
蝕
艤
鰐
」
（
A
5
7
6
11 B
6
0
4
 1

傍
点
筆
者
）
を
自
ら
の
理
想
と
し
て
要
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
先
験
的
統
覚
が
世
界
全
体

、
、
、
、
、
、

の
質
料
的
・
無
制
約
的
根
拠
と
し
て
神
を
問
題
と
す
る
の
は
、
他
の
理
念
の
場
合
と
同
様
、
先
験
的
統
覚
が
自
ら
の
感
性
の
質
料
に
関
す

る
被
制
約
性
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

以
上
の
如
く
、
三
理
念
は
何
れ
も
先
験
的
統
覚
（
哲
学
的
理
性
）
が
無
制
約
的
な
根
拠
の
問
題
を
自
覚
す
る
こ
と
に
お
い
て
初
め
て
主

題
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
根
拠
は
常
に
或
る
も
の
の
根
拠
で
あ
り
、
根
拠
と
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
の
間
に
は
―
つ
の
関

(
A
3
3
7
 11 B
3
9
4
,
 
V
g
l
.
 A
4
0
8
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ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
に
分
裂
す
る
が

験
的
弁
証
論
」

の
関
係
と
し
て
把
握
せ
ん
と
す
る
）
。

、
、
、
、
、

と
の
関
係
を
閃
係
の
筒
閂
で
も
っ
て
思
惟
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
無
制
約
者
は

的
関
係
が
成
立
し
て
い
る
故
に
、
三
理
念
は
形
式
論
理
学
に
お
け
る
一
二
推
論
形
態
か
ら
主
観
的
に
禅
出
さ
れ
る
と
の
カ
ン
ト
の
説
明
は
、

如
何
に
も
不
自
然
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
元
来
唯
一
の
無
制
約
者
（
無
制
約
的
根
拠
）
の
概
念
と
関
係
の
範
疇
と
か
ら
カ
ン
ト
は

(

6

)

 

三
理
念
を
汎
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
C

哲
学
的
理
性
が
無
制
約
的
根
拠
を
一
二
つ
の
関
係
の
範
疇
で
も
っ
て
把
握
せ
ん
と
す
る
が
故
に
、
そ

れ
ら
の
先
験
的
推
論
の
大
前
提
は
定
言
•
仮
言
•
選
言
判
断
を
形
成
し
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
推
論
は
定
言
·
仮
言
•
選
言
推
論
を
形
成
す

る
の
で
あ
る
。

（
例
え
ば
魂
の
理
念
に
関
し
て
言
え
ば
、
合
理
的
心
理
学
は
思
惟
内
容
と
そ
の
担
い
手
と
の
関
係
を
属
性
と
実
体
性
と

哲
学
的
理
性
は
根
拠
の
問
題
を
自
覚
す
る
と
同
時
に
、
根
拠
と
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
‘
理
性
の
先
験
的
使
用
と
論
理
的
使
用
と
の
間
に
は
自
然

哲
学
的
理
性
は
今
や
か
か
る
根
拠
の
問
題
を
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
、
自
ら
の
感
性
及
び
悟
性
を
孤
立
せ
し
め
て
考
察
し
た
の
と
同
様

に
理
性
を
「
孤
立
せ
し
め
」

(
A
3
0
5
1
1
 B
3
6
2
)
、
そ
こ
に
思
弁
的
認
識
が
成
立
す
る
か
否
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち

「
理
性
自
体
は
、
純
粋
理
性
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
綜
合
的
原
則
及
び
規
則
を
含
む
か
否
か
」

傍
点
筆
者
）
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
哲
学
的
理
性
は
こ
の
先
験
的
反
省
に
お
い
て
も
再
び
批
判
理
性
と
批
判
さ
れ
る
理
性
（
狭
義
）

一
者
性
が
再
び
回
復
さ
れ
た
時
に
初
め
て
理
性
の
自
己
認
識
は
全
ぎ
意
味
に
お
い
て
成
立
し
、

弁
証
と
理
性
の
自
己
分
裂

そ
の
意
味
も
ま
た
明

ま
、
r

Jヽ
r

(
A
3
0
6
 11
 B
3
6
3ー~
「先

3
8
0
,
 
V
 
gl. A
3
2
2
 11
 B
3
7
9
)
 

「
あ
ら
ゆ
る
理
性
概
念
の
共
通
の
名
称
」

(
A
3
2
4
1
1
B
 

そ
れ
故
‘

ヽ係
が
成
立
す
る
。
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綜
合
し
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、

さ
て
、
こ
れ
ら
の
先
験
的
推
論
は
何
れ
も
「
媒
語
二
義
の
誤
謬
推
論

(
s
o
p
h
i
s
m
a
f
i
g
u
r
a
e
 
d
i
c
t
i
o
n
i
s
)
」
（
A
4
0
2
,
B
4
1
1
)

で
あ
る
。

理
性
推
論
は
大
前
提
に
お
け
る
普
遍
と
小
前
提
に
お
け
る
個
別
と
を
両
前
提
に
共
通
す
る
、
従
っ
て
一
義
的
な
媒
語
を
介
し
て
間
接
的
に

魂
の
理
念
の
推
論
は
媒
語
で
あ
る

S
u
b
j
e
k
t

を
大
前
提
で
は
物
一
般
の
意
味
に
、
小
前

結
論
故
に
、
神
は
全
実
在
性
を
有
す
る
。
即
ち
、
神
は
存
在
す
る
。

小
前
提
さ
て
、
神
は
個
々
の
実
在
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

大
前
提
神
は
全
実
在
性
を
有
す
る
か
、
個
々
の
実
在
性
を
有
す
る
か
で
あ
る
。

A
4
0
9
 11 B
4
3
6
 A
4
9
7
 11
 B
5
2
5
)
 

か
の
無
制
約
者
も
ま
た
与
え
ら
れ
て
い
る
。

(
V
g
l
.

(
7
)
 

神
の
理
念
の
先
験
的
推
論

結
論
小
前
提
さ
て
、
感
官
の
諸
対
象
は
被
制
約
的
な
る
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

大
前
提

世
界
の
理
念
の
先
験
的
推
論

結
論

小
前
提

大
前
提

「
故
に
、

も
し
被
制
約
者
が
与
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
制
約
の
系
列
の
絶
対
的
総
体
性
た
る
無
制
約
者
も
ま
た
与
え
ら
れ
て
い
る
。

故
に
、

し、

゜し一

魂
の
理
念
の
先
験
的
推
論

「
主
語
と
し
て
よ
り
外
に
は
思
惟
さ
れ
得
な
い
も
の
は
、

理
念
の
先
験
的
推
論
は
以
下
の
如
く
示
さ
れ
る
。

ま
た
主
語
と
し
て
よ
り
外
に
は
存
在
せ
ず
、
従
っ
て
実
体
で
あ
る
。
」

「
さ
て
、
思
惟
す
る
存
在
者
は
、
単
に
か
か
る
も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
る
な
ら
ば
、
主
語
と
し
て
よ
り
外
に
は
思
惟
さ
れ
得
な

そ
れ
は
単
に
か
か
る
も
の
と
し
て
の
み
、
即
ち
実
体
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
」

(
B
4
1
0
,
v
g
l
.
 A
3
4
8
)
 



52 

こ
と
ご
と
く
惑
性
化
す
る
、

(
A
2
7
1
 11 B
3
2
7
)
 

提
で
は
現
象
界
に
お
け
る
思
惟
の
恒
常
的
な
論
理
的
主
語
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
世
界
の
理
念
の
推
論
も
媒
語
で
あ
る
被
制
約
者
を
大

前
提
で
は
範
疇
の
先
験
的
意
味
に
お
い
て
、
小
前
提
で
は
範
疇
の
経
験
的
意
味
に
お
い
て
解
し
て
い
る
。
神
の
理
念
の
推
論
も
媒
語
で
あ

る
個
々
の
実
在
性
を
大
前
提
で
は
範
疇
の
先
験
的
意
味
に
お
い
て
、
小
前
提
で
は
範
疇
の
経
験
的
意
味
に
お
い
て
解
し
て
い
る
。
だ
が
媒

語
は
か
く
二
義
的
に
解
さ
れ
る
限
り
媒
語
と
し
て
の
機
能
を
果
し
得
ず
、
推
論
は
誤
謬
推
論
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
、
上
述
の
先

験
的
推
論
が
成
立
す
る
と
理
性
が
臆
断
す
る
場
合
、

「
直
接
的
に
」

(
A
7
3
3
 11 B
7
6
1
,
 
A
7
3
6
 11 B
7
6
4
)

綜
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
純
粋
理
性
に
よ
る
物
自
体
（
無
限
）
と
現
象
（
有
限
）

と
の
こ
の
直
接
的
綜
合
こ
そ
カ
ン
ト
の
言
う
「
弁
証
」
の
意
味
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
元
来
二
義
的
な
媒
語
を
一
義
的
と
臆
断
す
る
と
は
、
現
象
と
物
自
体
と
の
先
験
的
区
別
を
無
視
し
、
両
者
の
間
に
連
続
性

を
認
め
、
両
者
を
混
滑
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
際
、
混
滑
に
よ
る
有
限
と
無
限
と
の
直
接
的
綜
合
に
は
次
の
二
つ
の
立
場
が
可
能

で
あ
る
。

m物
自
体
は
、

理
性
は
媒
語
を
二
義
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
義
的
に
解
し
て
い
る
。
即
ち
、

大
前
提
の
普
遍
（
物
自
体
）
と
小
前
提
の
個
別
（
現
象
）
と
を
結
論
に
お
い
て

そ
れ
を
迎
続
的
に
縮
小
す
れ
ば
現
象
に
到
逹
す
る
と
臆
断
す
る
立
場
と
佃
現
象
は
、

れ
ば
物
自
体
に
到
逹
す
る
と
脳
断
す
る
立
場
と
の
二
つ
で
あ
る
。
前
者
は
感
性
的
表
象
を

悟
性
の
、
従
っ
て
物
自
休
の
「
混
乱
せ
る
表
象
」

(
A
4
3
11 B
6
0
)
 

そ
れ
を
連
続
的
に
拡
大
す

し
、
そ
れ
を

で
あ
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
即
ち
「
現
象
を
物
自
体
で
あ
る
と
」

(
A
2
6
4
 11 B
3
2
0
)

解
す
る
大
陸
合
理
論
の
立
場
で
あ
る
。
後
者
は
「
悟
性
概
念
を
概
念
発
生
論
(
N
o
o
g
o
n
i
e
)
の
体
系
に
従
っ
て
…
…

即
ち
そ
れ
を
経
験
的
或
い
は
抽
象
的
反
省
概
念
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
称
す
る
」

る
。
即
ち
物
自
体
を
現
象
で
あ
る
と
す
る
英
国
経
験
論
の
立
場
で
あ
る
。

理
性
は
こ
の
二
つ
の
立
場
を
と
る
が
、

立
場
で
あ

そ
れ
に
応
じ
て
同
一
の

先
験
的
推
論
か
ら
以
下
に
示
す
如
き
二
つ
の
相
反
す
る
結
論
を
得
る
。
そ
れ
故
‘
弁
証
が
無
制
約
者
と
被
制
約
者
と
の
か
か
る
直
接
的
綜

「
知
性
化
」

(
A
2
7
1
11 B
3
2
7
)
 

理
性
は
媒
語
の
一
義
性
を
臆
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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（
様
相
）

世
界
原
因
の
系
列
に
お
い
て
必
然
的
存
在
者
あ
り
。

世
界
原
因
の
系
列
に
お
い
て
必
然
的
な
る
も
の
は
存
せ
ず
、

（
関
係
）

世
界
に
は
自
由
に
よ
る
原
因
性
あ
り
。

（
質
）

世
界
に
お
け
る
一
切
の
も
の
は
単
純
体
よ
り
成
る
。

世
界
に
は
自
由
は
存
せ
ず
、

一
切
は
自
然
法
則
に
従
う
。

世
界
に
は
単
純
体
は
存
せ
ず
、

一
切
は
複
合
体
で
あ
る
。

（
量
）

世
界
は
時
間
的
空
間
的
に
限
界
を
有
す
る
。

世
界
は
時
問
的
空
間
的
に
無
限
で
あ
る
。

世
界
の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反

定
立
（
プ
ラ
ト
ン
主
義
）

反
定
立
（
エ
ピ
ク
ロ
ス
主
義
）

（
様
相
）

魂
は
不
死
で
あ
る
。

魂
は
不
死
な
ら
ず
。

（
量
）

魂
は
単
一
で
あ
る
。

魂
は
数
多
で
あ
る
。

（
質
）

魂
は
単
純
体
で
あ
る
。

魂
は
複
合
体
で
あ
る
。

（
関
係
）

魂
は
思
惟
実
体
で
あ
る
。

魂
は
経
験
的
実
体
で
あ
る
。

定
立
（
唯
心
論
）

め
る
仮
象
」

と
こ
ろ
で
、
後
述
す
る
如
く
カ
ン
ト
は
二
律
背
反
を
世
界
の
理
念
に
限
定
し

(
8
)
 

て
は
い
る
が
、
各
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反
を
具
体
的
に
示
せ
ば
以
下
の
如
き
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

魂
の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反

反
定
立
（
唯
物
論
）

(
A
5
1
6
 11
 B
5
4
4
)
 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
4
8
9
)

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
弁
証
は
常
に
二
律
背
反
構
造
を
示
し
、

従
っ
て
先
験
的
仮
象
は
常
に
「
理
性
を
分
裂
せ
し

合
で
あ
る
限
り
、
純
粋
理
性
は
何
れ
の
理
念
に
関
し
て
も
「
自
己
分
裂
す
る

(
s
i
c
h

m
i
t
 
s
i
c
h
 
selbst 
z
u
 
e
n
t
z
w
e
i
e
n
)
」（
A
4
6
1
1
1
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立
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」

(
A
7
4
1
11 B
7
6
9
)
 

ま
た
有
神
論
と
無
神
論
と
の
争
い
を
提
示
し
、

二
律
背
反
を
世
界
の
理
念
に
の
み
限
っ
て
い
る
。

(
9
)
 

象
」
と
し
て
生
ず
る
の
み
で
、
唯
物
論
の
立
場
を
主
張
す
る
仮
象
が
理
性
概
念
か
ら
少
し
も
生
じ
な
い
の
は
「
奇
妙
で
あ
る
」

(
A
4
0
6
1
1
 

B
4
3
3
)

と
言
う
。
神
の
理
念
に
関
し
て
も
、
無
神
論
は

う
。
だ
が
、
既
述
の
如
く
弁
証
が
物
自
体
と
現
象
と
の
混
滑
に
起
因
す
る
限
り
、

で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
‘

カ
ン
ト
は
一
方
で
は
二
律
背
反
を
世
界
の
理
念
に
限
り
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
唯
心
論
と
唯
物
論
と
の
争
い
を
、

「
純
粋
理
性
が
否
定
す
る
側
（
即
ち
反
定
立
の
立
場l—
|
筆
者
付
注
）
に
立
っ
て
、
肯
定

（
即
ち
定
立
の
立
場
—
|
伽
手
者
付
注
）
の
根
拠
に
近
い
よ
う
な
こ
と
を
何
か
言
い
得
る
の
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
勿
論
真
の
対

と
言
う
。

例
え
ば
カ
ン
ト
は
、

と
こ
ろ
で
、

カ
ン
ト
は

「
心
理
学
的
及
び
神
学
的
理
念
は
二
律
背
反
と
い
っ
た
も
の
を
全
く
含
ま
な
い
」

（
様
相
）

「
理
性
の
純
粋
な
思
弁
に
よ
っ
て
は
」

(
A
6
4
1
1
1
 B
6
6
9
)

不
可
能
で
あ
る
と
言

そ
れ
は
原
理
的
に
は
常
に
二
律
背
反
構
造
を
示
す
は
ず

即
ち
、
両
理
念
に
関
し
て
も
二
律
背
反
が
原
理
的
に
は
成
立
す
る
こ
と
を
、

魂
の
理
念
に
関
し
て
は
唯
心
論
の
立
場
が

神
は
不
死
な
る
必
然
的
存
在
者
で
あ
る
。

（
関
係
）

神
の
思
惟
は
即
ち
創
造
で
あ
る
。

（
質
）

神
は
単
純
体
の
単
純
体
で
あ
る
。

（
証
）

神
は
一
に
し
て
全
で
あ
る
。

定
立
（
有
神
論
）

神
の
理
念
に
関
す
る
一
一
律
背
反

反
定
立
（
無
神
論
）

切
は
偶
然
的
で
あ
る
。

「
単
に
一
面
的
な
仮

(
A
6
7
3
 11
 B
7
0
1
)
 

と
言
い
、
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言
う
。

の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反
の
定
立
の
側
は
、

カ
ン
ト
も
一
応
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
二
律
背
反
は
事
実
と
し
て
は
世
界
の
理
念
に
関
し
て
の
み
成
立
す
る
と
カ
ソ
ト
は

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、

カ
ン
ト
が
二
律
背
反
を
世
界
の
理
念
に
限
っ
た
理
由
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

「
こ
れ
ら
の
命
題
（
唯
心
論
並
び
に
有
神
論
の
命
題
l

筆
者
付
注
）
に
は
、

(
A
4
6
5
 11
 B
4
9
3
)

が
、
先
の
問
題
を
解
明
す
る
―
つ
の
機
緑
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ろ
う
。

「
道
徳
と
宗
教
と
の
礎
石
」

と
し
て
理
性
の

4
9
4
)

を
有
す
る
が
、
反
定
立
の
側
は
か
か
る
関
心
を
有
さ
ぬ

(
V
g
l
.
A
4
6
8
 11
 B
4
9
6
)
、

カ
ソ
ト
は
今
引
用
し
た

や
は
り
少
く

と
も
理
性
の
関
心
と
い
う
長
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
者
（
唯
物
論
者
並
び
に
無
神
論
者
ー
—I筆
者
付
注
）
は
こ
の
理
性
の
関
心

準
」
と
い
う
問
題
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
定
立
と
反
定
立
と
の
「
争
わ
れ
て
い
る
権
利
に
関
し
て
は
何
ら
の
決
定
を
も
も
た
ら
さ
な
い
」

と
カ
ソ
ト
は
言
う
。
魂
及
び
神
の
理
念
に
関
し

て
も
二
律
背
反
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
理
性
は
や
は
り
定
立
の
側
で
あ
る
唯
心
論
及
び
有
神
論
に
実
践
的
関
心
を
持
つ
と
言
い
得
る
で
あ

し
か
し
、
哲
学
的
理
性
が
「
先
験
的
弁
証
論
」
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
理
論
理
性
の
思
弁
性
の
可
否
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
理
性
の
関
心
は
実
践
的
関
心
で
は
あ
り
得
ぬ
。

を
導
出
す
る
と
は
合
理
論
的
N
o
o
g
o
n
i
e

n
i
e
を
意
味
す
る
が
、

世
界
の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反
の
定
立
の
側
は

を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
」

(
A
7
4
1
1
1
 B
7
6
9
)
 

そ
れ
は
思
弁
的
関
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
世
界

「
無
制
約
者
か
ら
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
制
約
の
全
連
鎖
を
完
全
に
ア
・
プ
リ
オ
リ
に

把
握
し
、
被
制
約
者
を
導
出
す
る
」

(
A
4
6
7
1
1
 B
4
9
5
)

と
い
う
「
理
性
の
思
弁
的
関
心
」

(
A
4
6
6
1
1
 B
4
9
4
)
 

を
有
す
る
、

と
カ
ン
ト
は

か
か
る
思
弁
的
関
心
は
唯
心
論
に
も
有
神
論
に
も
同
様
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
唯
心
論
の
立
場
に
立
っ
て
被
制
約
者

を
意
味
し
、
有
神
論
の
立
場
に
立
っ
て
被
制
約
者
を
導
出
す
る
と
は
合
理
論
的
K
o
s
m
o
g
o
,
 

理
性
は
そ
こ
に
思
弁
的
関
心
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
世
界
の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反
の
反

と。

「
或
る
実
践
的
関
心
」

(
A
4
6
6
1
1
B
 

理
性
の
関
心
と
い
う
問
題
は
、
確
か
に
「
真
理
の
論
理
的
基

箇
所
の
直
後
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
即
ち
、



(
A
3
3
9
 11
 B
3
9
7
)

。
そ
れ
故
、
先
験
的
遡
源
推
論
が
何
ら
か
の
経
過
的
性
格
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
経
験
的
遡
源
推
論
の
有
す

「
如
何
な
る
経
験
的
な
前
提
を
も
含
ま
な
い
」

「
非
常
に
魅
惑
的
で
あ
り
、

か
つ
理
性
の
理
念
を
説
く
独
断
論
者
（
定
立
の
立
場
に
立
つ
。
フ
ラ
ト
ソ
主
義
者
ー
|
_
筆
者
付

注
）
が
約
束
し
得
る
利
点
を
は
る
か
に
凌
ぐ
利
点
を
理
性
の
思
弁
的
関
心
に
対
し
て
供
す
る
」

(
A
4
6
8
11 B
4
9
6
)
、

「
悟
性
は
常
に
自
己
特
有
の
地
盤
、
即
ち
全
く
可
能
的
経
験
だ
け
の
領
域
に
立
ち
、
経
験
の
法
則
を
探

求
し
、
こ
れ
を
介
し
て
自
ら
の
確
実
に
し
て
明
白
な
認
識
を
無
際
限
に
拡
張
し
得
る
」

先
の
引
川
箇
所
に
従
え
ば
‘
唯
物
論
及
び
無
神
論
は
世
界
の
理
念
の
反
定
立
の
側
に
認
め
ら
れ
た
こ
の
思
弁
的
関
心
を
引
巻
合
い
に
出
し

て
、
唯
心
論
及
び
有
神
論
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
世
界
の
理
念
と
他
の
二
理
念
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
唯
物
論
及
び
無
神
論
が
こ
の
思
弁
的
関
心
を
持
ち
得
ぬ
の
は
一
体
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

理
性
は
与
え
ら
れ
た
被
制
約
者
か
ら
高
次
の
制
約
へ
と
前
―
―
一
段
論
法
を
連
鎖
せ
し
め
て
上
昇
し
無
制
約
者
を
求
め
る
の
で
あ
っ
た
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
二
理
念
に
関
す
る
先
験
的
推
論
は
何
ら
か
の
意
味
で
経
過
的
性
格
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
先
験
的
推
論

の
こ
の
経
過
的
性
格
と
い
う
観
点
か
ら
世
界
の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反
を
今
一
度
簡
単
に
考
察
し
て
み
た
い
。
理
性
推
論
は
二
つ
の
悟

性
判
断
か
ら
新
た
な
判
断
を
尊
出
す
る
論
理
的
操
作
で
あ
る
が
、
悟
性
判
断
は
綜
合
判
断
で
あ
る
限
り
「
あ
ら
ゆ
る
綜
合
判
断
の
媒
語
」

で
あ
る
時
間
を
介
し
て
お
り
、
か
か
る
悟
性
判
断
を
基
礎
と
す
る
経
験
的
理
性
推
論
は
前
進
的
で
あ
れ
背
進
的
で
あ

と
こ
ろ
で
、
既
知
の
経
験
的
被
制
約
者
か
ら
未
知
の
経
験
的
制
約
者
へ
と
背
進
す
る
経
験
的
遡
源
推
論

、
、
、

の
結
論
に
お
い
て
、
制
約
者
は
常
に
再
び
被
制
約
的
で
あ
る
故
に
、
更
に
高
次
の
制
約
者
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
経
験
的
遡
源
推
論
の

無
際
限
な
述
鎖
、
即
ち
遡
源
的
な
、
し
か
も
無
際
限
な
連
鎖
式

(sorites)

の
成
立
す
る
根
拠
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
験
的
遡
源
推
論

(10) 

は
「
孜
々
が
知
っ
て
い
る

(
k
e
n
n
e
n
)

或
る
も
の
」
か
ら
結
論
を
禅
出
す
る
と
は
い
え
、

(
A
l
5
5
 11 B
l
9
4
)
 

、
、
、

れ
常
に
継
時
的
性
格
を
有
す
る
。

(
A
4
6
8
 11 B
4
9
6
)
 

と
い
う
利
点
が
あ
る
。

‘̀[）`
｀

n
 

f
ヵ

即
ち
、
反
定
立
の
側
に
立
て
ば

56

定
立
の
側
は
、

と
カ
ン
ト
は
言
う
。
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無
限
」

(
A
4
1
8
11 B
4
4
5
)
 

と
な
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
理
性
が
経
験
的
遡
源
推
論
の
連
鎖
を
先
験
的
遡
源
推
論
の
下
敷
き

ろ
経
過
的
性
格
で
あ
る
単
な
る
継
時
性
や
無
際
限
な
連
鎖
性
と
は
異
な
る
。
先
験
的
遡
源
推
論
の
経
過
的
性
格
と
は
、

源
推
論
の
具
体
的
な
連
鎖
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
定
立
の
側
は
現
象
を
連
続
的
に
拡
大
す
れ
ば
物
自
体
に

到
る
と
臆
断
し
、
無
制
約
者
（
物
自
体
）
は
与
え
ら
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
理
性
は
経
験
的
遡
源
推
論
の
連
鎖
を

下
敷
き
に
し
つ
つ
も
、
現
象
（
被
制
約
者
）
を
物
自
体
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
無
際
限
な
連
鎖
を
一
項
に
お
い
て
独
断
的
に
断

ち
切
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
反
定
立
の
側
は
物
自
体
を
連
続
的
に
縮
小
す
れ
ば
現
象
に
到
る
と
臆
断
し
、
無
制
約
者
は
与
え
ら
れ
て
い
な

い
と
結
論
す
る
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
物
自
体
を
現
象
た
ら
し
め
る
が
故
に
、
結
論
に
お
い
て
無
制
約
者
（
物
自
体
）
と
考
え
ら
れ
て
い

た
も
の
が
再
び
被
制
約
者
（
現
象
）
と
な
り
、
理
性
は
更
に
高
次
の
制
約
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

に
し
て
い
る
が
故
に
、

そ
れ
が
経
験
的
遡

か
く
し
て
遡
源
は
「
潜
勢
的
に

そ
の
無
際
限
な
連
鎖
性
が
表
面
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
表
面
化
す
る
限
り
に
お
い
て
、
反
定

立
の
立
場
は
定
立
の
立
場
に
対
抗
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
二
律
背
反
と
は
、
現
象
と
物
自
体
と
の
混
涌
に
由
来
し
、

遡
源
推
論
の
無
際
限
な
連
鎖
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
そ
の
連
鎖
性
を
断
ち
切
り
、
先
験
的
遡
源
推
論
を
「
無
限
へ
の
遡
源

(
R
e
g
r
e
s
s
u
s
i
n
 

i
n
f
i
n
i
t
u
m
)
」
と
臆
断
す
る
立
場
と
佃
経
験
的
遡
源
推
論
を
基
盤
と
す
る
が
故
に
そ
の
無
際
限
な
連
鎖
性
が
表
面
化
し
、

論
を
「
不
定
へ
の
遡
源

(
R
e
g
r
e
s
s
u
s

i
n
 
i
n
d
e
f
i
n
i
t
u
m
)
」
(
A
5
1
9
 f.
 
1
1
 B
5
4
7
 f.
)
 

理
性
が

m経
験
的

先
験
的
遡
源
推

と
臆
断
す
る
立
場
と
に
自
己
分
裂
す
る
こ
と
で
あ

る
と
言
い
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、
理
念
が
先
験
的
遡
源
推
論
に
基
づ
く
限
り
、
原
理
的
に
は
三
理
念
の
す
べ
て
に
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。

即
ち
、
魂
の
理
念
に
関
し
て
も
神
の
理
念
に
関
し
て
も
原
理
的
に
は
世
界
の
理
念
と
全
く
同
じ
二
律
背
反
構
造
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
魂
の
理
念
に
関
し
て
言
え
ば
、
思
惟
す
る
我
を
純
粋
統
覚
の
意
味
に
解
し
そ
れ
を
実
体
化
す
る
唯
心
論
も
、

ま
た
そ
れ
を

経
験
的
統
覚
の
意
味
に
解
し
そ
れ
を
実
体
化
す
る
唯
物
論
も
、
思
惟
主
観
を
絶
対
化
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
思
惟
主
観
の
形
式
的
統
一
性
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に
は
到
ら
ぬ
故
に
、
遡
源
そ
の
も
の
を
超
え
て

k
a
t
e
g
o
r
i
s
c
h

即
ち
、
唯
心
論
は
経
験
的

く
思
惟
主
観
を
純
粋
統
党
と
解
し
、

そ
こ
か
ら

k
a
t
e
g
o
r
i
s
c
h

に

(

1

1

)

 

の
根
拠
と
し
て
絶
対
的
統
一
性
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
、
魂
の
理
念
の
先
験
的
遡
源
推
論
は
原
理
的
に
は
世
界
の
理
念

の
場
合
と
同
様
に
経
験
的
遡
源
推
論
を
甚
盤
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
唯
心
論
は
経
験
的
遡
源
推
論
を
基
盤
と
す
る
こ
と
な

る
。
ま
た
唯
物
論
は
、
思
惟
主
観
を
経
験
的
統
覚
と
解
し
、

〔
無
条
件
に
ー
ー
定
言
的
に
〕
絶
対
的
統
一
性
を
結
論
す
る
の
で
あ

そ
こ
か
ら
経
験
的
遡
源
推
論
を
基
盤
と
し
て
遡
源
し
つ
つ
も
絶
対
的
統
一
性

に
絶
対
的
統
一
性
を
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

遡
源
推
論
を
実
際
に
は
陥
盤
と
し
て
い
な
い
が
故
に
、
ま
た
唯
物
論
は
甚
盤
と
し
て
の
経
験
的
遡
源
推
論
を
超
え
て
い
る
が
故
に
、
先
験

的
遡
源
推
論
の
経
過
的
性
格
は
こ
こ
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
絶
対
的
自
発
性
の
能
力
た
る
理
性
は
、
確
か
に
唯
心
論
の
如
く
、

経
験
的
遡
源
推
論
を
甚
盤
と
せ
ず
と
も
自
ら
の
先
験
的
遡
源
推
論
を
無
限
へ
の
遡
源
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
だ
が
、
理

性
が
唯
物
論
の
立
場
に
立
つ
場
合
、

そ
れ
は
経
験
的
遡
源
推
論
を
超
え
て
い
る
が
故
に
、
経
験
的
遡
源
推
論
の
無
際
限
な
連
鎖
性
を
根
拠

に
し
て
自
ら
の
先
験
的
遡
源
系
列
の
無
際
限
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
反
定
立
の
立
場
は
、
無
限
へ
の

、
、
、
、

遡
源
の
立
場
に
十
分
対
抗
し
得
る
よ
う
な
不
定
へ
の
遡
源
の
立
場
と
し
て
は
も
は
や
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
同
様
の
議
論
は
神
の
理
念

に
つ
い
て
も
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
世
界
の
理
念
は
、
現
象
の
絶
対
的
総
体
性
の
概
念
で
あ
る
限
り
、
そ
の
先
験
的
遡
源

推
論
は
常
に
経
験
的
遡
源
推
論
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
不
定
へ
の
遡
源
の
立
場
が
無
限
へ
の
遡
源
の
立
場
に
対
抗
し
て
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
除
的
遡
源
推
論
の
経
過
的
性
格
が
明
白
で
あ
る
場
合
に
の
み
、
二
律
背
反
は
無
限
へ
の
遡
源
の
立
場
と
不
定

(12) 

へ
の
遡
源
の
立
場
と
の
秤
反
と
い
う
最
も
鋭
い
形
で
現
わ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
世
界
の
理
念
の
反
定
立
の
側
に
認
め
ら
れ
た
理
性
の
思
弁

的
関
心
が
唯
物
論
及
び
無
神
論
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
も
実
は
こ
の
点
に
あ
る
。
唯
物
論
及
び
無
神
論
に
お
い
て
は
先
験
的
遡
源
系

列
の
無
際
限
性
（
不
定
へ
の
遡
源
）
が
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
現
象
の
絶
対
的
総
体
性
の
概
念
と
い
う
世
界
の
理
念
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ば
直
ち
に
他
方
が
肯
定
さ
れ
ろ
。

5
3
3
)

存
立
す
る
と
す
れ
は
、

一
方
が
否
定
さ
れ
れ

の
関
係
に
あ
る
。
即
ち
、

D
i
e

W
e
l
t
 

《
世
界
は
量
的
に
無
限

(
u
n
e
n
d
'

現
象
の
総
体
性
と
し
て
の
世
界
が
、

例
に
考
察
し
て
み
た
い
。

正
当
性
を

さ
て
、

の
他
の
理
念
と
は
異
な
っ
た
性
格
の
故
に
、

二
律
背
反
の
解
決

1

一
律
背
反
は
上
述
の
如
く
三
理
念
の
何
れ
に
関
し
て
も
成
立
す
る
。
批
判
さ
れ
る
理
性
は
今
や
定
立
の
立
場
と
反
定
立
の
立
場

と
に
分
裂
し
て
い
る
が
、

「
間
接
的
に

即
ち
世
界
が
「
物
そ
れ
自
体
で
あ
る
」

(
A
5
0
4
1
1
 B
5
3
2
)
 

と
す
れ
ば
、

l
i
c
h
)

で
あ
る
》
と
い
う
肯
定
判
断
（
反
定
立
の
立
場
）
と
《
世
界
は
量
的
に
無
限
で
は
な
い

(
n
i
c
h
t
u
n
e
n
d
l
i
c
h
)
》
と
い
う
否
定
判
断

（
定
立
の
立
場
）
と
は
「
矛
盾
対
立

(
k
o
n
t
r
a
d
i
k
t
o
r
i
s
c
h
e
s

G
e
g
e
n
t
e
i
l
)
」
（
A
5
0
3
1
1
 B
5
3
1
)
 

ist 
u
n
e
n
d
l
i
c
h
 
o
d
e
r
 
n
i
c
h
t
 
u
n
e
n
c
l
l
i
c
h
.
 
と
い
う
命
題
は
「
正
し
い
選
言
命
題
」

(
A
5
3
6
1
1
 B
5
6
4
)
 

つ
ま
り
「
分
析
的
対
当
」

で
あ
り
、

(
A
5
0
4
 11
 B
5
3
2
)

関
係
に
お
い
て
ぱ

clas

E
n
t
w
e
d
e
r
'
O
d
e
r

が
成
立
す

、
、
、

る
。
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
両
判
断
は
自
己
の
正
当
性
を
主
張
せ
ん
と
真
に
対
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
だ

（イ）

現
象
の
系
列
を
我
々
が
遡
源
す
る
こ
と
か
ら

「
独
立
し
て

(flir 
s
i
c
h
 
s
e
l
b
s
t
)
」
（
A
5
0
5
1
1
B
 

カ
ン
ト
は
二
律
背
反
を
世
界
の
理
念
に
限
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

両
者
は
同
一
の
先
験
的
推
論
に
基
づ
含
互
い
に
相
手
の
不
当
性
を
指
摘
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の

(
a
p
a
g
o
g
i
s
c
h
)
」（
A
7
8
9
1
1
 B
8
1
7
)
 
1
1
¼
,
l
_

明
す
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
背
反
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
批
判
さ
れ
る

理
性
は
哲
学
的
批
判
理
性
と
合
一
し
得
な
い
。
こ
の
背
反
は
如
何
に
解
決
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
解
決
の
根
拠
は
何
処
に
あ
る
の
か
。
こ
の

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先
ず
こ
の
背
反
的
対
立
が
如
何
な
る
対
立
で
あ
る
か
を
、
世
界
の
理
念
に
関
す
る
第
一
の
二
律
背
反
を
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「
弁
証
的
対
当
」

ま
り
、
弁
証
的
対
当
閃
係
に
お
い
て
は

<las
W
e
d
e
r
 ,
 
N
o
c
h

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

よ
う
に
世
界
の
理
念
の
他
の
す
べ
て
の
二
律
背
反
に
も
妥
当
す
る
ば
か
り
で
な
く

て
も
二
律
背
反
が
成
立
す
る
限
り
、
二
律
背
反
に
一
般
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
世
界
の
量
が
現
象
の

系
列
の
経
験
的
遡
源
に
依
存
す
る
と
い
う
第
三
の
立
場
と
は
、
人
間
感
性
に
依
存
す
る
現
象
（
被
制
約
者
）
と
そ
れ
か
ら
独
立
し
て
存
在

す
る
物
自
体
（
無
制
約
者
）
と
を
分
か
つ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

に
具
体
的
自
立
が
成
立
す
る
が
故
に
、

定
立
の
立
場
と
反
定
立
の
立
場
と
に
分
裂
し
て
い
る
批
判
さ
れ
る
理
性
（
狭
義
）
は
、

そ
れ
は
哲
学
的
批
判
理
性
と
合
一
し
自
己
還
婦
し
得
た
。
だ
が
「
先
験
的
弁
証
論
」
に
お
い
て
は
、

そ
れ
が
自
体
的
に
考
察
さ
れ
る
純
粋
理
性
で
あ
る

限
り
人
間
感
性
に
関
係
す
る
こ
の
区
別
に
は
関
知
し
得
ず
、
従
っ
て
自
ら
背
反
的
対
立
を
解
消
し
哲
学
的
批
判
理
性
と
合
一
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
感
性
及
び
悟
性
に
閲
す
る
先
験
的
反
省
を
既
に
遂
行
し
終
え
た
哲
学
的
批
判
理
性
（
先
験
的
統
覚
）
は
、
こ
の
区
別
を
自
覚

し
て
い
る
が
故
に
、
批
判
さ
れ
る
理
性
が
陥
っ
て
い
る
背
反
的
対
立
の
仮
象
性
を
暴
露
し
、

、

、

、

、

、

、

現
象
と
物
自
休
と
を
分
か
つ
こ
と
が
直
ち
に
二
律
背
反
の
「
批
判
的
解
決
」

し
て
、
哲
学
的
理
性
は

<las
W
e
d
e
r
 ,
 
N
o
c
h

を
主
張
す
る
と
は
い
え
、

係、

(
A
5
0
4
 11
 B
5
3
2
)
 

の
関
係
に
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

ニ
レ
ア
の
ゼ
ノ
ン
の
如
き
「
懐
疑
論
」
（
A
5
0
7
1
1
 B
5
3
5
)

に
陥

(
A
4
9
7
 11
 B
5
2
5

傍
点
筆
者
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ

「
先
験
的
分
析
論
」
に
お
い
て
は
、
批
判
さ
れ
る
理
性
（
広
義
）
の
側

そ
れ
を
解
消
し
得
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

(
V
g
l
.
 A
5
0
5
 11
 B
5
3
3
)
、

こ
の
こ
と
は
、
カ
ン
ト
自
身
が
主
張
し
て
い
る

し
か
も
そ
の
制
約
の
不
当
性
の
故
に
両
判
断
は
偽
で
あ
ろ
。

(
n
i
c
h
t
u
n
e
n
d
l
i
c
h
)
 

と
は
単
に

ら
す
れ
ば

「
不
当
な
制
約
」

み
存
す
る
」

(
A
5
0
5
1
1
 B
5
3
3
)

と
い
う
「
第
三
の
立
場

(
e
i
n
D
r
i
t
t
e
s
)
」
（
A
5
0
3
1
1
 B
5
3
1
)

が
な
お
存
立
す
る
。

で
あ
る
》

《
世
界
は
量
的
に
無
限

(
u
n
e
n
d
l
i
c
h
)

で
あ
る
》
と
い
う
肯
定
判
断
（
反
定
立
の
立
場
）

(
1
4
)
 

と
い
う
無
限
判
断
（
定
立
の
立
場
）

が
世
界
を
物
自
体
と
見
な
す
こ
と
は

(13) 

(
A
5
0
3
 11
 B
5
3
1
)

で
あ
り
、

と

っ

《
世
界
は
量
的
に
非
無
限

(15) 

「
反
対
対
当

(
c
o
n
t
r
a
r
i
e
o
p
p
o
s
i
t
o
r
u
m
)
」

魂
及
び
神
の
理
念
に
関
し

の
関

こ
の
第
三
の
立
場
か

「
世
界
は
現
象
の
系
列
の
経
験
的
遡
源
の
内
に
の
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な
っ
て
い
る
こ
の
内
容
に
注
目
す
る
限
り

(
A
5
3
5
 1
1
 B
5
6
3
)
 

の
で
あ
る
。

か
く
継
時
的
遡
源
の

(
A
5
3
0
 11
 B
5
5
8
)
 

で
あ
ろ
。
力
学
的

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
経
験
を
超
越

な」

(
A
4
2
0
1
1
 B
4
4
8
)
 

む
し
ろ
「
両
刀
論
法
」
に
よ
っ
て
現
象
の
、

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
世
界
の
理
念
に
関
す
る
先
験
的
遡
源
の
綜
合
に
お
い
て
、

d
e
r
 ,
 N
o
c
h
は
す
べ
て
の
二
律
背
反
に
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
時
問
•
空
間
の
先
験
的
観
念
性
を
今
一
度
「
間
接
的
に
証
明
す
る
」

そ
れ
が
数
学
的
で
あ
る
に
せ
よ
力
学
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
被
制

約
者
と
そ
の
制
約
と
が
時
間
・
空
間
と
い
う
感
性
的
制
約
に
従
う
「
同
種
的
」
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
遡
源
系
列
は
「
常
に

―
つ
の
系
列
」

(
A
5
2
8
1
1
 B
5

5

6

-

傍
点
筆
者
）
で
あ
り
、
こ
の
系
列
は
「
単
に
量
的
に
の
み
考
量
さ
れ
る
」

(
A
5
2
9
1
1
 B
5
5
7
)
。
即
ち
、

、
、
、
、
、

数
学
的
理
念
に
関
す
る
遡
源
系
列
も
力
学
的
理
念
に
関
す
る
そ
れ
も
形
式
的
に
は
「
す
べ
て
同
種
的
」

(
A
5
3
0
1
1
 B
5
5
8
)

で
あ
る
。
そ

、
、
、
、

「
あ
ら
ゆ
る
先
験
的
理
念
を
一
般
的
に
表
象
す
る
」

(
A
5
2
9
1
1
 B
5
5
7
,
 
V
 gl. A
5
4
3
 11
 B
5
7
1
-
-
傍
点
筆
者
）
限
り
、

d
a
s

W
e
 ,
 

、
、
、
、
、

数
学
的
理
念
と
力
学
的
理
念
と
の
間
に
は
内
容
的
に
は
「
本

て
は
感
性
的
制
約
の
系
列
は
唯
一
の
系
列
を
成
す
の
で
は
な
く
、

、
、
、

傍
点
筆
者
）
超
越
的
制
約
と
し
て
な
お

区
別
で
あ
る
と
言
う
。
後
者
の
表
現
の
内
に
既
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
、、

「
こ
の
系
列
の
外
に
」

「
許
す

(
z
u
l
a
s
s
e
n
)」
（

A
5
3
0
1
1
 B
5
5
8
,
 A
5
3
1
 11
 B
5
5
9
)
 

し
、
経
験
的
に
無
制
約
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
感
性
的
制
約
と
は

「
異
種
的
な
制
約
」

二
律
背
反
に
お
い
て
定
立
の
側
が
主
張
せ
ん
と
し
て
い
る
の
は
か
か
る
超
越
的
制
約
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
力
学
的
理
念
に
お
い
て
問
題
と

「
遡
源
系
列
の
巌
を
も
捨
象
し
得
る
」

量
を
捨
象
し
得
る
限
り
、
力
学
的
遡
源
に
お
い
て
は
数
学
的
時
問
的
第
一
起
始
は
も
は
や
間
題
た
り
得
な
い
。
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の

は
原
因
性
の
面
か
ら
の
力
学
的
起
始
で
あ
る
。
数
学
的
理
念
と
力
学
的
理
念
と
の
本
質
的
区
別
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

そ
れ
は
叡
智
的
制
約
を

(
A
5
3
0
 11
 B
5
5
8ー
'

力
学
的
遡
源
に
お
い

質
的
な
区
別
」

(
A
5
2
9
 11
 B
5
5
7
)

が
存
す
る
。

カ
ン
ト
は
狭
義
の
「
世
界
概
念
」
と

「
超
越
的
自
然
概
念
」
と
の
区
別
を
「
特
に
重
要

れ
故
、

(
A
5
0
6
 11
 B
5
3
4
)
 

る
の
で
は
な
く
、

し
か
し
、
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、
、
、
、

さ
て
、
力
学
的
遡
源
に
お
い
て
は
感
性
的
制
約
と
は
異
種
的
な
叡
智
的
制
約
も
ま
た
許
さ
れ
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
哲
学
的
理
性
は
人
間
惑
性
に
関
す
る
先
験
的
反
省
を
通
じ
て
現
象
と
物
自
体
と
の
先
験
的
区
別
を
措
定
し
た
が
、

に
成
立
す
る
区
別
で
あ
る
。
現
象
が

e
r
k
e
n
n
b
a
r

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
物
自
体
は

d
e
n
k
b
a
r

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

clenk‘

b
a
r
と
い
う
性
格
は

m触
発
者
と
し
て
の
物
自
体
に
も
曲
物
一
般
に
も
皿
否
定
的
並
び
に
肯
定
的
意
味
に
お
け
る
叡
智
体
に
も
的
先
験
的

対
象
に
も
飼
無
制
約
者
と
し
て
の
物
自
体
に
も
共
通
す
る
性
格
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
勿
論
す
べ
て
異
な
る
が
、
こ
れ

、
、
、
、

ら
は
感
性
的
表
象
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
は
何
れ
も

d
e
n
k
b
a
r

と
い
う
性
格
を
少
く
と
も
有
し
て
い
る
。

叡
智
的
制
約
は
論
理
的
に
可
能
な
る
も
の
と
し
て
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
。
だ
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
哲
学
的
理
性
は
物
（
及
び
そ
の

原
因
性
）
を
二
重
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
力
学
的
二
律
背
反
に
「
全
く
新
た
な
展
望
」

(
A
5
2
9
11 B
5
5
7
)
を
開
く
こ
と
と

な
ろ
う
。
数
学
的
二
律
背
反
に
お
い
て
は
、
定
立
の
立
場
も
反
定
立
の
立
場
も
遡
源
系
列
の
量
を
自
体
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
絶

対
化
す
る
点
で
共
に
偽
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
反
定
立
の
主
張
の
内
容
は
、
制
限
さ
れ
た
形
で
で
は
あ
る
が
、
批
判
的
解
決
に
お
け
る
統

制
的
原
理
の
経
験
的
使
用
と
い
う
思
想
の
中
に
な
お
保
存
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
悟
性
綜
合
の
無
際
限
な
連
続
性
を
意
味
す
る
「
世
界
に

問
隙
な
く
、
飛
躍
な
く
、
偶
然
な
く
、
運
命
な
し

(
i
n
m
u
n
d
o
 n
o
n
 d
a
t
u
r
 
hiatus, 
n
o
n
 d
a
t
u
r
 
saltus, 
n
o
n
 d
a
t
u
r
 
casus, 
n
o
n
 

d
a
t
u
r
 
f
a
t
u
m
)」

学
的
理
念
に
関
し
て
は
、

そ
れ
は
哲

「
同
一
の
物
」

(
B
X
V
I
I
I
)
を
「
二
重
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
」

(
B
X
I
X
A
n
m
.
)

(
B
X
X
V
I
A
n
m
.
)
 
を
有
す
る
概
念
で
あ
る
。

と
こ
ろ

つ
ま
り
、
自
体
的
存
在
者
と

と
い
う
命
題
は
現
象
界
に
お
い
て
は
絶
対
的
に
真
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
哲
学
的
理
性
は
カ

、
、
、
、
、
、

か
の
二
重
の
観
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
叡
智
的
制
約
を
論
理
的
に
可
能
な
る
も
の
と
し
て
措
定
す
る
。
そ

れ
故
‘
力
学
的
二
律
北
IJ
反
に
お
い
て
は
定
立
の
立
場
も
反
定
立
の
立
場
も
、
確
か
に
自
己
の
主
張
の
み
を
真
で
あ
る
と
す
れ
ば
共
に
偽
で

(
A
2
2
9
 11 B
2
 
00 2) 

い
う
概
念
は
常
に
「
論
理
的
可
能
性
」

そ
れ
故
、
力
学
的
遡
源
に
お
い
て
も
同
様
に
、

学
的
反
省
以
前
に
お
い
て
は
区
別
さ
れ
ぬ
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と
こ
ろ
で
、
異
種
的
叡
智
的
制
約
を
論
理
的
に
可
能
な
る
も
の
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
我
々
は
先
ず
力
学
的
二
律
背
反
の
定
立
の
側
に
お
い
て
本
来
何
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
を

、
、
、

明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
現
象
的
実
体
の
状
態
の
変
化
の
系
列
に
お
い
て
、
実
体
の
或
る
状
態
の
存
在
（
結
果
P
)
と
他
の
状

態
の
存
在
（
原
因
Q
)

に
基
づ
く
。

そ
の
限
り

P
は
先
行
状
態

Q
か
ら
必
然
的
に
帰
結
す
る
が
、

t
i
s
c
h
)
」（
A
2
2
8
1
1
 B
2
8
0
)
必
然
性
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
力
学
的
結
合
0
～↓
P
の
有
す
る
必
然
性
は
0
～
を
前
提
し
た
上
で
の
必
然
性
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
故
、
原
因
Q
の
非
存
在
が
思
惟
可
能
で
あ
る
限
り
（
即
ち
原
因
が

Q
で
は
な
く
て

X
或
い
は

Y:・
…
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

思
惟
可
能
で
あ
ろ
限
り
）
、
結
果
P
の
非
存
在
も
ま
た
思
惟
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て

P
は
偶
然
性
を
有
す
る

(
Vgl. B
2
9
1
,
 A
4
5
8
 11
 B
4
8
6
)
。

勿
論
力
学
的
結
合
の
系
列
(
…
…

p
↑
Q
↑
R
…
…
)
の
何
れ
の
項
も
こ
の
「
経
験
的
偶
然
性
」

を
有
す
る
。
即
ち
世
界
変
化
或
い
は
世
界
運
行
に
関
し
て
、
世
界
の
諸
実
体
の
如
何
な
る
状
態
も
経
験
的
に
偶
然
的
な
被
制
約
的
な
原
因

性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
第
三
の
二
律
背
反
の
定
立
の
側
は
こ
の
偶
然
性
を
必
然
化
す
べ
く
、
世
界
変
化
を
自
ら
開
始
す
る

、
、
、

ま
た
世
界
の
諸
実
体
の
状
態
の
変
化

の
系
列
に
お
い
て
、
系
列
の
各
項
が
経
験
的
偶
然
性
を
有
す
る
限
り
、

よ
う
な
無
制
約
的
原
因
性
と
し
て
「
先
験
的
自
由
」

(
A
4
4
6
 11
 B
4
7
4
)
 J

の
変
化
の
系
列
そ
の
も
の
も
経
験
的
偶
然
性
を
有
す
る
。
そ
れ

を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。

(
A
4
5
8
 11
 B
4
8
6
,
 V
 
gl. A
6
3
5
 11
 B
6
6
3
)
 

(
A
n
a
l
o
g
i
e
)
 

J

の
必
然
性
は

と
の
力
学
的
結
合
は
、

（口）

あ
る
が
（
即
ち

d
a
s
W
e
d
e
r
 ,
 
N
o
c
h

が
成
立
す
る
が
）
、

、、

「
双
方
と
も
真
た
り
得
る
」

(
A
5
3
2
1
1
 B
5
6
0
)

の
で
あ
る
。
即
ち
、

<las 
S
o
'
 

w
o
h
l
 ,
 
A
l
s
a
u
c
h

と
い
う
「
第
三
の
立
場
」
が
両
者
を
「
和
解
さ
せ
る

(
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
n
)
」
（
A
5
3
0
1
1
 B
5
5
8
)

立
場
と
し
て
論
理
的
に
可

能
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
哲
学
的
理
性
は
二
律
背
反
の
新
た
な
解
決
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

先

験

的

自

由

Q
↓
P
と
い
う
知
覚
表
象
間
の
継
時
的
関
係
と
無
時
間
的
な
原
因
性
の
範
瞬
と
の
類
推

「
仮
言
的
な

(
h
y
p
o
t
h
e
 ,
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な
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
あ
る
。

や、JIJ 
故
、
第
四
の
二
律
背
反
の
定
立
の
側
は
系
列
全
体
の
こ
の
偶
然
性
を
必
然
化
す
べ
く
、
世
界
の
必
然
的
実
体
の
無
制
約
的
な
現
存
在
を
論

理
的
に
可
能
な
も
の
と
し
て
想
定
す
る
の
で
あ
る
。

B
5
1
6
)
 

に
お
け
る
絶
対
的
必
然
的
存
在
者

(
e
n
s
a
b
s
o
l
u
t
e
 
n
e
c
e
s
s
a
r
i
u
m
)
 

(18) 

佃
ス
ト
ア
学
派
の
宇
宙
論
に
お
け
る
根
源
的
存
在
者

(
e
n
s
o
r
i
g
i
n
a
r
i
u
m
)

と
し
て
の
「
世
界
霊

(
W
e
l
t
s
e
e
l
e
)
」
（
A
6
4
1
11 B
6
6
9
)
 

ヌ

ー

ス

と
し
て
の
知
性
圃
プ
ラ
ト
ン
の
宇
宙
論
に
お
け
る

即
ち

m世
界
そ
の
も
の
血
世
界
に
お
け
る
或
る
も
の
皿
世
界
原
因

(
V
g
l
.
A
4
8
8
1
1
 

(16. 

と
い
う
必
然
的
存
在
者
（
実
体
）
の
無
制
約
的
な
現
存
在
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。

(17) 

「
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」

或
い
は
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
の
「
第
一
運
動
者
」

(
A
4
5
0
1
1
 B
4
7
8
)
 

(19) 

「
彼
が
加
工
す
る
素
材
」

11 B
6
3
2
)

議
論
に
よ
っ
て
必
然
的
存
在
者
の
現
存
在
を
論
証
す
る
こ
と
は
神
学
的
問
題
で
も
あ
る
。

「
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
世
界
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
か
を
未
決
定
の
ま
ま
に
」

と
こ
ろ
で
、

こ
の
本
来
宇
宙
論
的
な
間
題
領
域
に
お
い
て
は
、

を
無
制
約
的
な
も
の
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
、

「
世
界
の
偶
然
性
か
ら
の

即
ち

そ
れ
は

(
A
4
5
6
 11
 B
4
8
4
)
 

だ
が
カ
ン
ト
は
、

．

．

 

(
a
 
c
o
n
t
m
g
e
n
t
r
n
 
m
u
n
d
i
)」

題
と
し
て
い
る
の
は
、

「
世
界
状
態
の
変
化
に
従
い
世
界
状
態
の
偶
然
性
か
ら
」

第
三
、

「
第
一
原
因
」

及
び
そ
の
原
因
性

(
A
6
0
4
 

必
然
的
存
在
者

し
、
宇
宙
論
的

こ
の
第
一
原
因
の
原
因
性
の
結
果
と
し
て
の
世
界
変
化
は
自
然
法
則
に
従
う
秩
序

（尽ミ
p
o
g
)

で
あ
ろ
。
従
っ
て
、
第
一
原
因
及
び
そ
の
原
因
性
と
し
て
の
先
験
的
自
由
の
問
題
は
、
こ
の
世
界
変
化
或
い
は
世
界
運
行
の

、
、
、
、
、

秩
序
の
牛
起
I

そ
れ
は
枇
界
そ
の
も
の
の
生
起
で
は
決
し
て
な
い
|
|
;
C
い
う
問
題
に
外
な
ら
な
い
。

K
o
s
m
o
g
o
 ,
 

n
i
e
 
(＂＂
k

忠
逗
s
+
r
芯
7
0ぶ
S

)

と
い
う
あ
く
ま
で
も
宇
宙
論
的
な
問
題
な
の
で
あ
ろ
。

(20) 

、、

カ
ン
ト
は
力
学
的
第
一
起
始
と
い
う
語
を
箪
数
形
で
用
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
必
然
的

存
在
者
及
び
そ
の
原
因
性
は
惑
性
的
制
約
と
は
異
種
的
な
制
約
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
は
、

(
A
4
5
7
 11 B
4
8
5
)
 

と

(
A
6
2
7
 11 B
6
5
5
)
 
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

第
四
の
二
律
背
反
の
定
立
の
側
が
問

「
世
界
建
設
者
」

系

(
s
y
s
t
e
m
a
r
n
h
a
e
r
e
n
t
i
a
e
)」

或
い
は

カ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
下
で

m
「
内
含
的
体
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想
定
し
得
る
限
り
、

し
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、

「
連
続
量

(
q
u
a
n
t
a
c
o
n
t
i
n
u
a
)
」
（
A
1
6
9
1
1
 B
2
1
1
)

た
る
時
問
に
制
約
さ
れ
た
「
持
続
」

(
A
1
8
3
1
1
 B
2
2
6
)

と
は
異
種
的
な
持
続
性

(21) 

を
、
即
ち
「
叡
智
的
持
続

(duratio
n
o
u
m
e
n
o
n
)
」
を
想
定
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
必
然
的
存
在
者
と
継
時
的
な
世
界

、
、
、
、
、

変
化
の
系
列
の
あ
ら
ゆ
る
項
と
の
間
に
は
常
に
力
学
的
関
係
が
成
立
し
得
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
力
学
的
起
始
及
び
力
学
的
系
列
の

複
数
性
と
い
う
こ
と
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
力
学
的
起
始
の
単
数
性
と
複
数
性
と
は
本
来
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

か
。
そ
れ
は
、
単
に
世
界
変
化
の
系
列
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
「
世
界
と
は
別
の
も
の
」
と
い
う
意
味
で
世
界
の
外
に
存
す
る
世

界
原
因
を
取
り
扱
う
神
学
的
理
念
の
問
題
領
域
に
お
い
て
明
確
な
も
の
と
な
る
。
即
ち
、
神
を

し
て
の
み
考
察
し
、
神
に
よ
ろ
世
界
（
宇
宙
）
そ
の
も
の
の
創
造
と
い
う
意
味
で
の

起
始
は
単
数
性
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
力
学
的
第
一
起
始
と
称
さ
れ
る
。
だ
が
、

す
る
よ
う
に
神
を
持
続
的
な

「
世
界
統
治
者
」

(
A
6
3
2
1
1
 B
6
6
0
A
n
m
・
)
 A
8
1
8
 11 B
8
4
6
)
 

複
数
性
（
持
続
性
）
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
必
然
的
存
在
者
に
関
す
る
宇
宙
論
的
な
議
論
と
神
学
的
な
議
論
と
の
間
に
は
本
質
的

な
差
異
が
あ
る
が
、
宇
宙
論
的
な
議
論
に
お
け
る
力
学
的
起
始
の
単
数
・
複
数
と
い
う
両
義
性
の
問
題
は
神
学
的
議
論
に
お
け
る
こ
の
問

題
と
の
連
関
の
内
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
確
か
に
必
然
的
存
在
者
の
問
題
と
叡
智
的
原
因
性
た
る
先
験
的
自
由
の
問
題
と
は
宇
宙
論
的
議
論
と
し
て
は
相
互
に
連
関
す
る

問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ま
た
神
学
的
議
論
と
も
連
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
だ
が
、
力
学
的
起
始
の
問
題
は
か
か
る
連
関
と
は
全
く
無
関

係
に
も
論
じ
ら
れ
得
る
。
現
象
的
実
体
は
感
性
的
制
約
の
系
列
に
属
し
て
お
り
、

叡
智
的
実
体
（
原
因
）

「
世
界
の
諸
実
体
」
は
「
世
界
の
運
行
の
ま
っ
た
だ
中
に
お
い
て
」

そ
の
限
り
で
は
感
性
的
に
制
約
さ
れ
た
原
因
性
し
か
有

、、

の
現
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
な
く
叡
智
的
原
因
性
の
み
を
異
種
的
な
制
約
と
し
て

、

、

、

、

、

、

「
様
々
な
系
列
を
」
「
―
つ
の
新
し
い
系
列
」

と
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
力
学
的
起
始
は

「
神
学
的
道
徳
」

(
A
6
3
2
11 B
6
6
0
 A
n
m
.
)

が
主
張

K
o
s
m
o
g
o
m
e
 
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
力
学
的

「
世
界
創
造
者
」

(
A
6
2
7
11 B
6
5
5
)
 
と
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既
述
の
如
く
先
験
的
自
由
は
そ
の
本
来
的
宇
宙
論
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、

ま
た
類
比
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、
単
に
論
理
的
可
能
性

、
、
、

を
有
す
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、

d
a
s
S
o
w
o
h
l
 ,
 
A
l
s
a
u
c
h

と
い
う
解
決
は
「
自
由
の
現
実
性
」

(
A
5
5
7
1
1
B
 

、
、
、

5
8
5
)

を
屯
張
す
る
も
の
で
も
丈
在
的
可
能
性
と
い
う
意
味
で
の
「
自
由
の
可
能
性
」

(
A
5
5
8
11 B
5
8
6
)
 

と
は
い
え
、
先
験
的

n由
が
廃
菜
さ
れ
れ
ば
実
践
的
自
由
も
ま
た
同
時
に
廃
棄
さ
れ
る

味
に
お
け
る
先
験
的
自
由
と
実
践
的
自
由
と
の
関
係
も
ま
た
問
題
と
な
ろ
う
。

あ
る
が
、
実
践
的
自
由
と
い
う
概
念
を
明
確
に
規
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
先
験
的
自
由
は
、
本
来
的
宇
宙
論
的
意
味
に
お
い
て
は
単

H 

能
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
想
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(
V
g
l
.
 A
5
3
4
 11 B
5
6
2
)
。
そ
れ
故
‘
類
比
的
意

を
主
張
す
る
も
の
で
も
な
い
。

そ
こ
に
類
比
的
関
係
が
成
立
す
る
の
は
、

哲
学
的
理
性
が
叡
智
的
原
因
性
（
制
約
）
を
、
従
っ
て

d
u
r
a
t
i
o
n
o
u
m
e
n
o
n

を
論
理
的
可

(
A
4
5
0
 11
 B
4
7
8
)
 
と
し
て
開
始
せ
し
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

得
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

維
持
作
用

(
H
a
n
d
l
u
n
g
)

そ
こ
に
力
学
的
起
始
及
び
系
列
の
複
数
性
が
成
立
し

、
、
、

必
然
的
存
在
者
の
持
続
的
叡
智
的
原
因
性
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
世
界
の
諸
実
体
の
持
続
的
叡
智
的

原
因
性
を
滋
味
す
る
。
両
者
の
こ
の
類
比
的
関
係
の
内
に
、

カ
ン
ト
は
「
意
志
の
自
由
に
関
す
ろ
問
題
に
お
い
て
古
来
思
弁
的
理
性
を
非

常
に
困
ら
せ
て
き
た
も
の
」

(
A
4
4
8
11 B
4
7
6
)

を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

の
木
来
の
根
拠
で
あ
る

H
a
n
d
l
u
n
g

の
絶
対
的
自
発
性
と
い
う
内
容
の
み
を
構
成
す
る
」

(
A
4
4
8
11 B
4
7
6
)
 

こ
の
類
比
的
閃
係
が
成
立
す
る
限
り
二
義
的
に
解
さ
れ
る
。
即
ち
先
験
的
自
由
の
問
題
は
、

と
い
う
カ
ン
ト
の
言
葉
も
、

必
然
的
存
在
者
に
よ
る
世
界
秩
序
の
形
成
・

と
悪
の
起
源
と
い
う
本
来
的
宇
宙
論
的
な
（
更
に
は
神
学
的
な
）
問
題
を
意
味
す
る
が
、

的
な
意
味
で
は
意
志
の
自
由
に
基
づ
く
行
為

(
H
a
n
c
l
l
u
n
g
)

先
験
的
自
由
と
実
践
的
自
由

そ
れ
は
ま
た
類
比
(23) 

と
帰
責
と
い
う
実
践
理
性
の
問
題
の
根
拠
を
成
す
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
前
に
、

カ
ン
ト
自
身
の
叙
述
は
不
明
確
で
は

「
自
由
の
先
験
的
理
念
は

H
a
n
d
l
u
n
g

の
帰
責
性
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性
の
内
に
も
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
お
け
る
限
定
で
あ
り
、

、、

に
の
み
「
適
用
」

(
A
5
3
7
 11
 B
5
6
5
)
 

し、

そ
れ
自
体
思
弁
的
問
題
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
だ
が
、

者
の
連
関
が
成
立
し
得
る
た
め
に
は
、

実
践
的
自
由
と
連
関
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

そ
の
根
拠
が
理
論
的
問
題
領
域
の
内
に
も
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
即

ち
、
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
先
験
的
自
由
と
実
践
的
客
観
的
実
在
性
を
有
す
る
実
践
的
自
由
と
を
結
ぶ
紐
帯
が
、

(
A
5
4
6
 11
 B
5
7
4
)
 

に
は
拒
否
す
る
。

を
、
自
律
と
し
て
の
自
由
を
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
、
、
、
、

類
比
的
意
味
に
お
け
る
先
験
的
自
由
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
実
体
に
対
し
て
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

践
的
自
由
を
世
界
の
諸
実
体
の
内
で
人
間
に
の
み
限
定
し
、

「
生
命
な
ぎ
自
然
、
或
い
は
単
に
動
物
的
生
命
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
自
然
」

、、

こ
の
限
定
は
、
知
的
意
志
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
区
別
に
基
づ
く
、
従
っ
て
実
践
的
問
題
領
域

8
0
3
 11 B
8
3
1
)
 

で
あ
り
得
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
り
得
よ
う
。

だ
が
思
弁
的
な
問
題
領
域
に
お
い
て
は
、

勿
論
、

従
っ
て
自
律
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

ヽ

つ
ま
り

カ
ン
ト
は

に
消
極
的
に
自
然
必
然
性
か
ら
の
独
立
性
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
世
界
秩
序
を
「
自
ら
開
始
す
る
」
と
い
う
積
極
的
意
味
を
有
し
て

い
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
実
践
的
自
由
も
単
に
感
性
的
衝
動
に
よ
る
強
制
か
ら
の
独
立
性
（
自
由
）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
自

己
を
限
定
す
る
、
即
ち
自
ら
自
己
に
使
命
を
与
え
る

(
s
i
c
h

v
o
n
 
selbst 
z
u
 b
e
s
t
i
m
m
e
n
)
 
(
V
g
l
.
 A
5
3
4
 11 B
5
6
2
)

と
い
う
こ
と
を
、

b
i
t
r
i
u
m
 
i
n
d
i
f
f
e
r
e
n
t
i
a
e
)
 
,ic<l音心
i
沐
4
9
る
の
で
は
な
く
、

(
2
5
)
 

「
技
巧
的
ー
実
践
的
」
な
理
性
使
用
に
関
し
て
は
感
性
的
自
由
意
志

(
l
i
b
e
r
u
m
a
r
b
i
t
r
i
u
m
 
s
e
n
s
i
t
i
v
u
m
)

も
ま
た
問
題
と
は

即
ち
、
実
践
的
意
味
に
お
い
て
自
由
意
志
と
は
、
単
に
無
差
別
の
自
由
意
志

(
l
i
b
e
r
u
m

a
r
 ,
 

(
2
4
)
 

「
知
的
自
由
意
志

(
a
r
b
i
t
r
i
u
m
l
i
b
e
r
u
m
 
intellectuale)
」
を
意
味
す
る
。

「
よ
り
高
く
よ
り
遠
い
作
用
因
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
た
自
然
」

(
A

(26) 

カ
ン
ト
は
実
践
的
自
由
の
概
念
の
下
で
「
道
徳
的
ー
実
践
的
」
自
由

カ
ン
ト
は
実

カ
ン
ト
は
類
比
的
意
味
に
お
け
る
先
験
的
自
由
を
人
間

か
か
る
限
定
的
適
用
に
基
づ
く
両

理
論
理
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(
A
6
4
1
 11
 B
6
6
9ー
_
—
傍
点
僚
者
）
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
、

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

は
他
の
物
自
体
概
念
の
如
く
単
に
論
理
的
可
能
性
（
及
び
論
理

、
、
、

的
必
然
性
）
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
経
験
的
実
在
性
で
は
決
し
て
な
い
が
、
「
力
学
的
な
諸
々
の
実
在
性
」

「
悟
性
と
意
志
」

(
A
6
2
7
1
1
 B
6
5
5
 |
．
|
'
傍
点
筆
者
）
と
い
う
自
発
的
原
因

性
の
実
在
性
を
有
し
て
い
る
。
哲
学
的
理
性
は
、
自
ら
の
自
発
的
思
惟
作
用
の
み
な
ら
ず
自
発
的
意
志
作
用
を
も
実
在
的
な
も
の
と
し
て

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
哲
学
的
理
性
は
自
ら
の
自
発
的
思
惟
作
用
並
び
に
自
ら
の
存
在
の
実
在
性
を
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
か
の
限
定
的

（屯

適
用
を
可
能
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
統
覚
の
自
発
性
の
意
識
が
「
或
る
種
の
自
由
の
意
識
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

自
覚
し
て
お
り
、
ま
た
か
か
る
作
用
の
実
在
性
に
即
し
て
自
ら
を

u
n
b
e
s
t
i
m
m
t

で
は
あ
る
が
実
在
的
な
も
の
と
し
て
自
覚
し
て
い
る

の
と
し
て
自
立
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。

て
は
い
な
い
。
だ
が
、
神
的
知
的
直
蜆
と
は
別
の
意
味
で
知
的
直
観
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

象
で
は
あ
り
得
ぬ
と
い
う
意
味
で
は
物
自
体
と
称
さ
れ
得
よ
う
。
そ
れ
は

u
n
b
e
s
t
i
m
m
t

或
い
は

の
あ
ら
ゆ
る
物
自
体
概
念
と
共
通
す
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
次
の
点
で
他
の
物
自
体
概
念
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。

即
ち
、

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

は

u
n
b
e
s
t
i
m
m
t

で
は
あ
る
に
せ
よ
「
何
か
或
る
実
在
的
な
も
の

(
e
t
w
a
s
R
e
a
l
e
s
)
」
（
B
4
1
9
,
B
4
2
3
 A
n
m
.
)
、

「
実
際
に
存
在
す
る
或
る
も
の

(
e
t
w
a
s
,
w
a
s
 i
n
 
d
e
r
 
T
a
t
 existiert)
」
（
B
4
2
3
A
n
m
.
)
、

lbst)
」（
B
4
2
9
)

或
い
は
「
実
体
的
な
も
の

(
d
a
s
S
u
b
s
t
a
n
t
i
a
l
e
)
」（
B
4
2
7
,
A
4
1
4
 11 B
4
4
1
)
 

ま、
.
J
r
 

「
存
在
者
そ
の
も
の

で
あ
り
、

(<las 
W
e
s
e
n
 se ,
 

ま
た
自
ら
を
そ
の
よ
う
な
も

u
n
e
r
k
e
n
n
b
a
r
 
と
い
う
点
で
は
他

感
性
的
直
観
の
対

ntelligible

な
存
在
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る

(
V
g
l
.
 B
3
1
2
 A
n
m
.
)
。
確
か
に
カ
ン
ト
は
人
間
理
性
に
根
源
的
・
知
的
直
観
を
認
め

g
e
n
z

で
あ
る
と
自
覚
す
る
と
は
、

既
述
の
如
く
、 (~ 

哲
学
的
理
性
は
自
ら
が

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

で
あ
る
こ
と
を
直
覚
的
に
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

一
方
で
は
自
ら
の

intellectuell

な
直
観
様
式
を
、
他
方
で
は
こ
の
直
観
様
式
が
把
握
す
る
自
ら
の

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

と
し
て
の
物
自
体
ー
|
—
結
び

自
ら
を

lntelli
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で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
先
験
的
自
由
は
理
論
理
性
の
問
題
領
域
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
も
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
「
空

(28) 

虚
」
で
あ
る
。

さ
を
実
践
的
自
由
と
し
て
「
補
完
」

l
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

と
し
て
自
ら
の
自
発
的
意
志
作
用
の
実
在
性
を
も
自
覚
し
て
い
る
哲
学
的
理
性
は
、
こ
の
空
虚

「
充
寒
す
べ
き
こ
と
を
、
従
っ
て
実
践
理
性
の
問
題
領
域
へ
と
移
行
す
べ
き
こ
と
を
自
覚
す
る
に

さ
て
、
哲
学
的
理
性
は
自
ら
を

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
魂
の
理
念
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
、

哲
学
的
理
性
は
全
く
同
じ
自
覚
を
根
拠
と
し
て
実
践
理
性
の
領
域
へ
と
移
行
す
べ
き
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
移
行
は
先
験

的
自
由
と
い
う
宇
宙
論
的
理
念
に
関
す
る
先
験
的
反
省
か
ら
の
み
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
魂
及
び
神
の
理
念
に
関
す
る
先
験
的
反

省
の
結
果
と
の
連
関
に
お
い
て
初
め
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
魂
の
理
念
に
関
し
て
も
二
律
背
反
が
可
能
で
あ
り
、
統
覚
の
自
我
は
思
惟
実

体
で
も
経
験
的
実
体
で
も
な
い

(
d
a
s
W
e
d
e
r
 ,
 
N
o
c
h
)

と
い
う
第
一
―
一
の
立
場
が
成
立
す
る
。
哲
学
的
理
性
は
魂
の
理
念
に
関
す
る
先
験

的
反
省
を
通
じ
て
、
自
ら
が
あ
く
ま
で
も
実
体
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
自
ら
が

g
e
n
z

で
あ
る
こ
と
を
、

し
て
い
る
と
は
い
え
、

ま
た
そ
の
自
発
的
活
動
性
を
哲
学
的
理
性
が
直
覚
的
に
意
識
し
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
れ
は
や
は
り
意
識
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
有
神
論
が
成
立
し
神
の
意
志
決
定
に
必
然
性
に
一
切
が
拘
束
さ
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
自
己
活
動
性
の
意
識
は
か
か
る
必
然
性
に
関
す
る
単
な
る
無
知
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
哲
学
的
理
性
は
神
の
理
念
に
関
す
る
先
験
的
反
省
を
通
じ
て
、
有
神
論
も
無
神
論
も
成
立
し
得
ぬ
こ
と

(
d
a
s
W
e
d
e
r
 ,
 
N
o
c
h
)
 

自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
‘

を

か
く
自
覚
す
る
限
り
に
お
い
て
哲
学
的
理
性
は
か
の
移
行
の
必
然
性
を
自
覚
す
る
と
言
い
得
よ
う
。

理
論
理
性
の
領
城
に
お
け
る
理
性
の
自
己
認
識
は
、
現
象
界
の
限
界
の
自
覚
と
理
念
が
統
制
的
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
自
覚
と
こ
の

移
行
の
必
然
性
の
自
覚
で
も
っ
て
終
り
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。

到
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、

ま
た
そ
の
確
実
性
を
意
識

lntelli ,
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る
の
で
あ
る
。

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z
た
る
こ
と
の
自
銚
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

と
の
自
腐
で
あ
る
と
言
い
得
よ
う
。
そ
し
て

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

た
る
こ
と
の
意
味
内
容
は
更
に
実
践
理
性
の
領
域
で
探
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注(1
)

カ
ソ
ト
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
版

(
I
m
m
a
n
u
e
l
K
a
n
t
s
 W
e
r
k
e
,
 
hrsg. 
v
o
n
 E
.
 C
a
s
s
i
r
e
r
)

に
基
づ
く
。

判
』
か
ら
の
引
用
は
巻
数
を
略
し
、
第
一
版
を
A
、
第
二
版
を
B
と
し
て
そ
の
頁
数
を
本
文
中
に
記
し
た
。

(

2

)

 

V
g
l
.
 a
u
c
h
 A
3
2
1
 11 B
3
7
8
,
 
A
3
3
5
 11 B
3
9
2
,
 
A
5
7
7
 11 B
6
0
5
.
 

(
3
)
N
•
K
・
ス
ミ
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
形
式
論
理
学
に
お
け
る
三
推
論
様
式
か
ら
の
三
理
念
の
形
而
上
学
的
演

繹
は
「
全
く
人
為
的

(
w
h
o
l
l
y

a
r
t
i
f
i
c
i
a
l
)

」
で
あ
り
、
三
理
念
を
カ
ソ
ト
が
導
出
し
た
真
の
方
法
を
隠
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
。V
g
l
•
N
•
K. 

S
m
i
t
h
,
 A
 c
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 to 
K
a
n
t
'
s
 critique 
o
f
 p
u
r
e
 reason, 
M
a
c
m
i
l
l
a
n
,
 
1
9
7
9
 
(
2
n
d
 ed. 1923), 
p. 450・ 

(

4

)

以
下
の

mー
岡
の
論
述
は
、
筆
者
が
以
前
に
「
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
と
批
判
理
性
」
（
『
哲
学
論
叢
』
第
十
号
、
大
阪
大
学
文
学
部
哲
学
哲
学
史
第

二
講
座
発
行
、
昭
和
五
十
七
年
）
で
述
べ
た
も
の
の
概
略
で
あ
る
。

(

5

)

 

Vgl• 

K
a
n
t
,
 W
e
r
k
e
,
 
B
d
.
 II, 
S. 422・ 

(

6

)

注
3
を
参
照
。

(

7

)

神
の
実
在
性
を
存
在
論
的
に
証
明
す
る
こ
の
推
論
が
選
言
推
論
の
否
定
的
肯
定
式

(
m
o
d
u
s
tollendo 
p
o
n
e
n
s
)

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
肯
定

的
否
定
式

(
m
o
d
u
s
p
o
n
e
n
d
o
 tollens)

を
と
れ
ば
無
神
論
の
推
論
と
な
る
こ
と
は
、
伊
達
四
郎
「
K
r
i
t
i
k

か
ら

D
i
a
l
e
k
t
i
k

へ
」
（
『
別
離
の

論
哩
』
、
誠
信
t
り
厨
、
昭
和
四
五
年
、
所
収
）
及
び
高
橋
昭
二
「
カ
ン
ト
の
弁
証
論
」
（
『
カ
ソ
ト
の
弁
証
論
』
、
創
文
社
、
昭
和
四
四
年
、
所
収
）
に

教
え
ら
れ
た
。 更

に
、

無
制
約
者
を
巡
る
哲
学
的
理
性
の
先
験
的
反
省
は
、
自
ら
が

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

で
あ
る
こ
と
の
自
覚
に
始
ま
り
、

（
了
）

そ
の
自
覚
で
も
っ
て
終

栢
性
を
巡
る
哲
学
的
理
性
の
先
験
的
反
省
に
お
い
て
純
粋
統
覚
を
直
覚
的
に
定
立
す
る
根
拠
が
既
述
の
如
く

先
験
的
反
省
を
終
始
貫
通
し
て
い
る
も
の
は
こ
の

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z
た
る
こ

『
純
粋
理
性
批
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「
―
つ
の
崇

(

8

)

魂
の
理
念
及
び
神
の
理
念
に
関
す
る
二
律
背
反
の
表
は
、
高
橋
教
授
の
前
掲
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、

カ
ソ
ト
は
無
神
論
或
い
は
そ
れ
に
類
す
る
語
を
著
作
全
体
を
通
じ
て
九
回
し
か
用
い
て
い
ず
、
そ
の
意
味
内
容
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

(

9

)

 

A
4
0
6
 11 B
4
3
3
,
 
V
g
l
.
 a
u
c
h
 A
4
0
7
 11 B
4
3
4
,
 
A
4
2
1
 11 B
4
4
8
.
 

(

1

0

)

こ
こ
で
カ
ン
ト
が

e
r
k
e
n
n
e
n

で
は
な
く
て

l"e
n
n
e
n

と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
哲
学
的
理
性
が
自
ら
を

In-

t
e
l
l
i
g
e
n
z

で
あ
る
と
直
覚
的
に
意
識
す
る
が
故
に
魂
の
理
念
は
問
題
化
し
た
が
、
こ
の
直
覚
的
意
識
は
カ
ソ
ト
本
来
の
用
語
法
に
従
う
限
り

er-

k
e
n
n
e
n

と
は
言
い
得
ず
、
せ
い
ぜ
い

k
e
n
n
e
n

と
し
か
言
い
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
は
こ
の
或
る
も
の
の
具
体
例
を
簡
単

に
挙
げ
て
い
る
。
V
g
l
•
H
•
H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 T
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e
 D
i
a
l
e
k
t
i
k
,
 W
a
l
t
e
r
 d
e
 G
r
u
y
t
e
r
,
 I• 

T
e
i
!
 
1
9
6
6
,
 2. 
T
e
i
!
 
1
9
6
7
,
 3. 
T
e
i
!
 
1
9
6
9
,
 

4. 
T
e
i
!
 
1
9
7
1
,
 1. 
T
e
i
!
,
 
S. 73. 

(

1

1

)

例
え
ば

B
4
1
8
A
n
m
.

の
「
唯
物
論
者
が
・
…
・
・
統
覚
の
形
式
的
統
一
性
を
保
持
し
つ
つ
、
自
己
の
原
則
を
合
理
論
者
と
は
対
立
す
る
使
用
に
用
い

る
と
い
う
同
じ
冒
険
を
犯
す
の
が
何
故
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
文
章
を
参
照
。

(
1
2
)

カ
ン
ト
が
二
律
背
反
を
世
界
の
理
念
に
限
っ
た
理
由
を
先
験
的
推
論
の
経
過
的
性
格
の
問
題
か
ら
解
明
す
る
こ
と
も
、
高
橋
教
授
の
前
掲
論
文
に

教
え
ら
れ
た
。

(

1

3

)

 

V
g
l
.
 a
u
c
h
 K
a
n
t
,
 W
e
r
k
e
,
 B
d
.
 I
V
,
 S. 96. 

(

1

4

)

無
限
判
断
が
「
ア
・
。
フ
リ
オ
リ
な
純
粋
認
識
の
領
域
」
に
お
い
て
、
従
っ
て
「
先
験
的
弁
証
論
」
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
A
7
3
11 

B
9
8

で
既
に
言
わ
れ
て
い
る
。

V
g
l
.
a
u
c
h
 H• 

H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 i
b
i
d
.
 2
 T
e
i
!
,
 
S. 3
0
6
.
 

(

1

5

)

 

K
a
n
t
s
 g
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 S
c
h
桑
ten,
h
r
s
g
.
 
v
o
n
 d
e
r
 
K
o
n
i
g
l
i
c
h
 P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 
A
k
a
d
e
m
i
e
 d
e
r
 
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,
 E
d
.
 X
X
,
 S. 2
9
1
.
 

(

1

6

)

 

A
4
5
2
 11 B
4
8
0

の
定
立
の
命
題
で
は

m世
界
の
部
分
と
し
て
の
、
佃
世
界
の
原
因
と
し
て
の
必
然
的
存
在
者
が
語
ら
れ
、

A
4
5
4
11 B
4
8
2

で
は

m全
世
界
系
列
そ
の
も
の
と
し
て
の
、
価
そ
の
一
部
分
と
し
て
の
必
然
的
存
在
者
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
区
分
を
合
す
れ
ば

A
4
8
8

11 B
5
1
6

の
三
区
分
が
成
立
す
る
。

(

1

7

)

 

K
a
n
t
,
 V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
 iiber 
d
i
e
 
M
e
t
a
p
h
y
s
姿
h
r
s
g
.
v
o
n
 
K. H
.
 L
.
 Politz, W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
 
B
u
c
h
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
,
 
1
9
7
5
 
(
z
u
e
r
s
t
 

1
8
2
1
)
,
 

s. 3
3
0
.
 

(
1
8
)
 

V
g
l
.
 a
u
c
h
 
K
a
n
t
,
 V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
 fiber 
d
i
e
 M
e
t
a
p
h
y
s
i
k
,
 S. 3
3
8
.
 

(

1

9

)

こ
の
場
合
、
必
然
的
存
在
者
は
複
数
に
な
る
。
カ
ン
ト
は
世
界
原
因
の
複
数
性
を
十
分
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
例
え
ば
ヵ
ソ
ト
は
、
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、
、
、
、
、

商
に
し
て
賢
明
な
原
因
（
或
い
は
い
く
つ
か
の
原
因
）
」
（
A
6
2
5
11 B
6
5
3
-
傍
点
筆
者
）
や
「
最
も
盲
目
的
な
多
神
教
」

(
A
5
9
0
11 B
6
1
8
)

に
つ

い
て
、
こ
れ
ら
は
宇
宙
論
的
な
問
題
領
域
に
は
属
し
て
い
な
い
が
、
語
っ
て
い
る
。

(
2
0
)
 

V
g
l
.
 A
4
4
5
 11 B
4
7
3
、A
4
4
8
11 B
4
7
6
,
 A
4
4
9
 11 B
4
7
7
,
 A
4
5
0
 11 B
4
7
8
 u
s
w
.
 な
お
、
こ
の
こ
と
は
必
然
的
存
在
者
の
単
数
性
を
意
味
し
な
い
。

(21)H• 

H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 ibid. 2. 
Tei!, 
S. 375. 

(
2
2
)

後
述
す
る
類
比
的
意
味
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば

A
4
6
6
11 B
4
9
4
に
は
「
諸
々
の
叡
智
的
起
始

(intellectuelle
A
n
f
a
n
g
e
)
」
と
い

う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

(
2
3
)

第
三
の
二
律
背
反
の
本
来
的
宇
宙
論
的
意
味
と
そ
の
類
比
的
意
味
と
を
区
別
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
本
来
的
宇
宙
論
的
意
味
に
お
い
て
は
第
三
の
二

律
背
反
は
第
四
の
二
律
背
反
と
の
連
関
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
自
由
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
の
問
題
の
根
源
は
人
間
的
な
領
域
の
内
に
で
は
な
く
て
、
ま
さ
に
宇
宙
論
的
な
領
域
の
内
に
存
す
る
。
…
…
自
由
の
ア
ン

チ
ノ
ミ
ー
は
実
際
第
四
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
と
の
根
源
的
な
連
関
の
内
で
、
言
わ
ば
そ
れ
と
の
協
働
の
内
で
見
て
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。

V
g
l
.

H• 

H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 
Z
尽

m

k
o
s
m
o
t
h
e
o
l
o
g
i
s
c
h
e
n
 U
r
s冷
~
且
g

d
e
r
 K
a
n
t
i
s
c
h
e
n
 F
r
e
i
h
e
i
t
s
a
n
t
i
n
o
m
笠
K
a
n
t
s
t
u
d
i
e
n
,

E
r
g
a
n
z
u
n
g
s
h
e
f
t
e
 

10 0
 ,
 H.
 B
o
u
v
i
e
r
,
 1
9
7
 0
 ,S
.
2
5
0
.
 

(

2

4

)

 

K
a
n
t
,
 V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
 u
b
e
r
 d
i
e
 
M
e
t
a
p
h
y
s
i
k
,
 S. 182. 

(

2

5

)

 

K
a
n
t
,
 W
e
r
k
e
 B
d
.
 V
,
 S. 240, V
g
l
.
 a
u
c
h
 S. 2
9
 A
n
m
.
 

(

2

6

)

 

K
a
n
t
,
 W
e
r
k
e
 B
d
.
 V
,
 S. 240. 

(
2
7
)
 

H
.
 H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 
P
e
r
s
o
n
l
i
c
h
k
e
i
t
s
b
e
w
u
j
]
t
s
e
i
n
 
u
n
d
 
D
i
n
g
 a
n
 s
i
c
h
 
i
n
 
d
e
r
 K
a
n
t
i
s
c
h
e
n
 P
h
i
l
o
s
o

、hie,
K
a
n
t
s
t
u
d
i
e
n
,
 
E
r
g
a
n
-

z
u
n
g
s
h
e
f
t
e
 
71, B
o
u
v
i
e
r
,
 1971, S. 251. 

(

2

8

)

 

K
a
n
t
,
 W・
勺
k
e
B
d
.
 V
,
 S. 62. 

(29)H• 

H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 ibid. S. 251. 

（
博
士
課
程
学
生
）




